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内分 泌 学 と 犯 罪 学 の 基 礎 知 識
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現代医学は、内分泌学、すなわち人体の腺を研究する科学の先端に位置する．

肉体は、霊を槙集する乗り物である．そして神秘家にとっては、すばらしい実敬重である．読

者が本書を研究する転 、そのすば らしい実戦室 を利用 して、学習内容を実践に うつすとよい．理

解できない事があれば、本を閉じて、別の日にもう一度研究しなさい．そのたびに、よりよい情

報を受け取るだろう．普通のありふれた人間は、自分の乗り物の奴隷であるばかりか、その奴隷

であることを楽 しむのである．

人間は、肉体・生命体・アストラル体・メンタル体・意志体・霊（神聖霊）・爽という七つの

真実の体を持つ．前述のいくつかの体を支配したとき、研究可能な他の高次元の体がいくつかあ

る．生命体は肉体と似ている．多くの病気がこの体から生じ、肉体に医療を施してもはとんど成

果がなく、医師たちは病気の治療に失敗する．病気は、分子からなる体に反映する．一般に、医

学のマスターたちが仕事を行うために、内的世界のアルデン くAldeれ）寺院に運ばれるのは生命

体である．そうして空 くぺ き抵果が得 られる．

普通のあ りふれた人間のアス トラル体は 、拝 もやのようにぽんや りとしている．だが、創造エ

ネルギーを活用する人のアストラル体は、光輝いている．ノーシスの朝智の全著作で教えられる

それ．天上の複数の件の色と似ている明るい色ゆえに、それはアストラル体と呼ばれる．この乗

り物は、信 じられない速度で トリッアする．幽体粧脱のために、帰依者は自分の内なる父、内な

る存在にたとえば次のように呼びかけるとよい． r親愛なる父よ、あなたに怒厳 し、まめます．

アルテン寺院に乱を運んでください．j 子が自分の行きたいところに連れていかれたいときの肉

体の父と同じように、内なる父も振る舞う．もし危険がなければ、父は子の求めたところに披を

連れて行 く．

医学ほメンタル体をより一層研究してきた．気違いを精神病のごとく扱う心理学者たちがいる

が、彼 らほそれ を肉体を通して治療 しようとし、ほ とんど効果はない．野菜ジュースを使 うエ レ

メンタル療法によって植物のエレメンタル（橋霊）を利用し、よりよい治療を行えるのである．

意志体 一 我々がそれを知り支配するとき、父の意志が天に行われているように他にも行える
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ようになる．これが成しとげられないうちは、人間は神を自分自身の意志で作りあげ、かって政

雄に神に求め、命令する．大多数の人において、霊の体は r心理的我 」の中にびん詰めにされて

いる．ノーシスの学習と共に、人間ほ真実の人を解放し、不思議なわぎを行 う．人と名づけられ

る、すべて を支配する聖なるコイン、または聖魂の体．

メンタル体一 読者に次のような話をしよう．メンタル体を治瞭するために実践兜術を行わね

ばならなかった、数千例にのぽる体駿の一つである．大西洋岸の隣り町の一つで、十四裁くらい

の一少女の両親に呼ばれた．この家族の家には、ノーシス・センターがあった．少女は闇の実体

たちに攻撃され、精神錯乱を引き起こし、栄養失調に陥っていた．それゆえに、我々は精神的に

も肉体的にも、二つの叙域で治壊しなければならなかった．

近所の人たちで、家はごった返していた．なぜなら少女はおしヤぺ りで、ノスティックたちに

ついて、そして家の中にlまノーシス・ センターがあるので ノステ ィックたちが家で していること

について何にもまして話したからである．少女の話すことは、家の持ち主に対してとても偏見を

抱いていた隣人たちの興味のまとであった．病気の少女を静かにさせるために、我々はつる植物

の儀式を行い、その口を封じ静めるようエレメンタルに倣った．同時に、このつる植物の葉を一

枚とっ．て、バナナの轍稚でそれを包み、その薬のように口を閉ぎし静かにするよう病気の少女に

命じた．これにはすばらしい効果があり、近所の人たちはおとなしく家を去った．もう広めるう

わさ話はないのだから．十五日後、娘がどうしても合図だけで意志の伝達をしようとしていたの

で、両親は繋いた．我々はもうー反そこに行き、少女のために繊維で包んだつたの葉を出してく

れるよう求め、それを開け、そして少女に再び話をさせるようエレメンタルに頼んだ．このとき、

少女の狂気ほ去った。つたのエレメンタルほ内的な仕事を行い、病気を治療し、外面的には少女

にはビタミンとタン白質で栄養価を高 くした食物が与 えられた．

今言った ような話が掲載 されている多くの本 を、我々は書くことができた．だが、最 も重要な

ことは、わが親愛なる読者よ、あなたが r思考と言葉と行動において純粋、純潔そして神聖」に

なった後に、研究し、変異を行えるということである．我々はすでにこの過程を終えてしまい、

多くの人々のために働いている．今度は、あなたがこの哀れな苦しむ人類のために飽き助ける番

である．そのようにして、あなたほ意識革命の三要素を助け、そのために働く．

今日の医学が、ひ じょうに多くの腺の価値 、理由、そ して 目的を、また この内分秘苧の論文で

学習するすべての知識を知るとき、我々は大きな進歩を遂げるであろう．大学で医学を学ぶ若者

がすでに多くいて 、彼らは同時にノーシス学徒である．古い構造 と衝突 しないよう慎重であるこ

とが、彼らの義務である．第十章「純良」を精読 し、この器官の重要性を理解 しなさい．帥抜は

アス トラル・ トリッアお よぴ、日中肉体の中で蓄積するエネルギーの浪費と関係す る．

ノーシスの叡智の学徒たちが神秘に関心を向けるように、自然界の四大要素ばかりでなく、す

べてをみた－しすべてを構成する く－要検討 iれdⅦれ血t鴨 おそらくタイプの打ちまちがい）第五
′ヽヽ 、′ ′ヽヽ【 ′ ′ヽ

要素のエーテルをも活用するとき、我々の内部で何が起こるか見てみよう．何よりも、我々の惑

星地球は今や水瓶座に入ったので、人間はエーテルを支配し、．以前には知られていなかったとて
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つもない速度で トリッアす るだろ う．

我々自身の内部には、エーテル・空気・水・火・土という自然界の各要素が支配する部分があ

る．

エーテルは頚頂から眉間までの頚部を支配する．・・スタシヴァ（S′u血＄h．iYl ）はエーテルの神で

ある．エーテルはアンタ（ポイント）という物質から構成される．アンタたちに命じ指図する許

可をスタシヴァに求めて、エーテルのアンタたちを呼び出すことができる．アンタたちを呼ぶ際

には、ため息をのばしたようなマントラ rハ 」（ H Å ）を発音する．学徒たちはもうご存じのよ

うに、これらの要素によって脳のセンターを浄化し、脳に命と力を与えることができる．情報の
一ヽ ｛－′ ヽ′ヽ ′■ヽ′

原因によって（一筆検討 ｝itb …uSe Or kn…le由e）記憶、インテレクト、感覚、さらには意

識でさえも浄化できる．どのようにしてそれらをよりよく行うのか．脳・小脳・大脳・脊柱で働

くようにアンタたちに命 じることによって、である．エーテルほ無線局の連絡放送網（ ネットワ

ーク）全体を支配し、す ヤクラは曹そこで扱能する．

空気の要素の抑まイーシュケァラ．（lsh… 自在天）である．我 ほ々イーシュケァラを呼び出

し、シルフオ（S ilpbo 男の空気の椅 ）とシルフィデたち（Silphede 女の空気の椅）に命じ、

指図することができる．彼らを呼ぶマントラは rヤ 」（Y Å）である．この要素ほ眉間から心臓

上部までの部分を支配する．このようにして、その部分にある再腕を含めてすべての感覚を、そ

んな要素で向上させることができる．自然界の要素は純潔な者、精液をむだにせず性エネルギー

変換の敏智を知っている者に従うにすぎない．眉間から心段上部にかけて視覚・臭覚・味覚・捷

覚・触覚の肉体の全盛寛が位置する．これは、我々が肉体のこれ らの部分をすっかり治療できる、

ということを意味する．シルフォとシルフィデたちは、とても美しく、どのような男女でもより

美しくすることができ、また他の多くのことを行える。けれ ども、創造エネルギーを最大限に利

用するために、研究し活用せねばならない．

ルドラ（Rhudrl＝ま、我々の内における火の要素の神である．火のサラマンドラたち（S81l－

…ndrl ）を呼ぶマントラほ rラ」（ R Å）である．R とA をのば して発音する． rルルルラー 」

（ R R R R R R R A A A A ÅA A †．火ほ心抜か ら月工門の高さまで を支配する．このように して、

その部分にある器官はすぺて、火のサ ラマン ドラたちによって命 と力を与 えられる．例をあげる

と、腸壁における油脂性物質のひどい汚染で苦しむ人は、サラマンドラたちにそのような物質で

汚染された体を浄化してもらえるのである．火の神ルドラの援助によって体を治療することがで

きる 。

甘ら よ ▲

我々の内における水の神ナーラーヤナ（N8rly8nl 那捉延 ）ほ、肛門から膝の部分を支配する．

「 ケァー 」（ V V V V V V V A A A A A A A ）のように、V とA をのば して発音す るマントラ

「 ケァJ （ V A ）によって、オンディーヌ（Ondin8 ）とネレイス くNereidり たちを呼ぶ．オン

デイーヌとネレイスたちiま、とても美 しい存在である。水の椅たちに命 じ指図する方法を我 々が

知っているのであれば、彼 らは我々を美 しくし、体を浄化 し、治鰊す ることができる．帰依者が

家で入i谷するとき、マン トラ「 ケァ」を三度允音 しなが ら、オンデ イーヌとネレイスたちに命 じ
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指図する恩寵を授けて くれるようナー ラーヤナに倣える．それか らエレメンタルたちに自分の肉

休の中に入り、命と力を与えるよう命じることができる．同時に力強い声で、または心の中でマ

ントラ r タリム 」（ K L I M ）を発音するとよい。このように して、これらのエレメンタルたち

を働かせ るぺきである．

土の要素の神ブラフマー（8r叩■l梵 天）．マントラ「ラJ（L A ）‾‾によって土のノームたち
（ Gno■○）を呼び出し、命じることができる．ブラフマーほ膝から足の去までを支配する．ちょ

うどノームたちが人間にとって美 しい石 、貴金属を作 りだ し、あ らゆる種放の食べ物を作 りだす

ように、魔術師がノームたちを支配することを学ぶとき、彼に仕えることができる。

多くの ノステ ィックたちは海辺に行 くが、彼 らは頸だけを外に出 して砂の中に埋まり、土の ノ

ームたちと働き、エネルギーで自分を充電する．また海水にも入 り、オンディーメおよぴネレイ

スたちと働く．ノスティックたちほ水の上にとどまり、日の照り返しから蒐する火のサラマンド

ラたち と働 く．海風を利用 し、シルフォとシルフィデたちと鋤き、それ らのエ レメンタルたちと

不思議なわざを行い、あお向けになって海面を淳う．エーテルのアンタたちを呼び出し、脳を根

本的な力で充電する．

我々一人一人のインテレクトは欠点だらけのために無力である．そのことを知らずに、戦いと

議論のために集まるよりも、サマエルの著作について話すためにその場にいると言うよりも、こ

れらすべてのワーク く仕事＝まずっとよい．我々がうそつきなら、感覚は我々を欺く．欠点は肉

体的パーソナリティーに形を与える．我々は欠点の結果である。神はシンプル（単純）、他のす

べてのものは複雑である．神を見いだすためにシンプルにならねばならない。うそつきは真理で

ある父に対して非を犯す、ということを忘れてはならない。「彼」ほその看たちに、命であるす

べてのものを支配し命令する敏智の恩寵を授けないであろう。

我々が科学 を知るとき、食物もまた我々に力を与 えて くれ る。科学によって我々ほ 、ごくわず

かの栄養か ら最大限の力を引き出だせ るのである．

土の産出する食物、その中で穀物と繁華は最 も豊かである。穀物の多くの中に含まれている創

造エネルギーを利用する許可を土の襲来の神ブラフマ一に求め ることができる。同時に心の中か

言葉に出 して 、マントラ「 タリム」 くK R I M ）を発音する．食事中、マントラ r クリム」を発

音しながら、このマ ントラによって食物に潜在するチャテ イ（Ch8 tty ）を抽出で きる。チャテ ィ

とほ、それ らの食物に含まれるクリステ ィツク・ エネルギーである．チャテ ィのネガテ ィプな部

分は、チャーマ（Ch川l ）と呼ばれる．多くの水食者は食べに食べ 、チャーマの状態か ら上昇 し

ない．

＊五つの要素 とのプラクテ ィスは、 Fニューズ 89年 5 月号上のルー ン・ 若返 りヨガを参照 して

下さい。
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プレアデス（すばる）とアルキオネ（アル シオン）
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効写

松果腺ほ、脳の後部に位置する．この小さな腺の長さほ、わずか五ミリであり、きわめて重要

な細かい砂で細まれている．枚果掛ま、赤灰色の小さな組織である．このちっぽけな腺は、塩殖
器と密接に関係している．松果腺ほ生殖器の発達・ 成長の全進行 を抑制する、あるホルモンを分

泌する．公式科学によって確認されたことであるが、このホルモンが生殖器の成熟というその目

的を果たした後、牧果腺はもはやホルモンを分泌できない、繊維の多い組織に退化する．この腺

が霊の座であると、デカル トは確信していた．この腺が退化した第三の日であると、東洋人たち

は確信する．この腺が脳の後部に位置する単なる赤灰色の小さな組轍にすぎないことを西洋医学’

が発見 したとき、西洋医学はデカル トと東洋人たちの主張を拒絶 した．科学的教義 を確立せずに、

すべての概念を折衷主義と教育的な形で研究する方がよかっただろう．

枚果腺ほ、ある特別の訓練によって時空を越えた世界を知覚するためのプチ三

ヤモン ドの目、ポリビジ ョンの日であると、インドのヨlギたちは確信する．

；≒の窓、タイ

西洋科学ほ、できるなち東洋ヨガのこれらの概念を研究すべきである．西洋科学が、すべてで

ほない．東洋科学の研究も繋急に必要である．我々にほ捻合的かつ完全な文化が必要である．

顛敬鏡のおかげで無限に小さいものを客観的に知覚できるようになった．望遠鐘のおかげで無

限に大きいものを見ることができるようになった．もし枚果腺を通して万物の時空を越えた側面

を見ることができるなら、東洋ヨガを研究 し、その繋異の腺を発達させ るぺきである．イン ドの

ヨギたちのプラクテ ィスには、松果腺の特別の超常扱能を開発するものがある．その とき我々は

担感覚的世界を知覚する．東洋ヨガのこれ らの主張を否定す ることは 、科学的でほない．研究 ・

分析が必要である．

枚果腺の力ほ性能力に左右されると、東洋の賢者たちは詰る．今や純潔の科学的根拠を理解で

きるのである． ′、～

聖書に登場する大預言者たちは皆、偉大な松果腺開発者であったことは疑いない．あるプラク

ティスと組みあわせた科学的純潔によって、預言者たちは自然の超感覚的世界を見ることができ

た．

オステ．イ；ツ・款たあは、松果腺には聖霊の原子があると言う．生物学ほ、これらすべてのことを

研究する決心をした．東洋人たちは、松果腺には千弁の蓮華があると断言する．疑う余地なく、

それは聖人たちの光絵である．
■

天才ほ、たいへん発達した於果腺をしている．白痴では松果腺が萎輸 しているのが発見された．

ー7 －



イ＝三才．．ドではごくありふれた、大衆を魅惑する驚異的なわぎほ、本物のフ．アオ ール（行者）のと

きのみ可能である．ファキールほ、とても生命力にみちあふれた松果腺をしている．

内分泌腺の分泌液は、血液中に直接吸収される．血き酌ま内分泌腺のすぺての分泌液を他の器官

や腺に選ぶ．すると、その器官や腺の扱能ほ促進 されて さらに油勤 し、より改 しく飽くのである．

ホルモン（hor■Om）という言東は∴：；〔∴鮒改する書出．．せ 意味するギリシア詰の言葉に由来する．事実、

ホルモンは全音扱体を典菅させ 、飽かせ る力を持 っている．

内分泌腺の分泌液はマインドにも影響する．インド人がマインドの支配に専念する理由を今、

我々は理解する．マインドを通してホルモン振能を抑制できるのである．

イ．ン■ドの賢者の中には、埋めち九でも：何ヶ月間も生亀たままの看たちがいる。
～▲J’

生物学は、このことに無用心でいることはできない．生物学看たちほ、アジアのそれらすべて

の空異を調査する必要がある．

イマメェル・か諌淋氏ほ、肉体に対して rニスス・ フォルマテイウス」（nisus †or■ativus ）

を謎める．「三溝溝・ フォルマテイウス J lま交感神経系と液体神経系とに関係する浣動的体であ

ると、東洋の賢者たちは考える．その浣動的体は、中世の医者たちの言うアストラル体であるこ

とは疑いない．アス トラル体内には人間的マイン ド、お よぴそれらすべてのまったくの心霊的原

理が存在する．

岩
そのアストラル体の感覚は、内分泌腺の実質自体から嘆き出でるハスの花のようである．イ＿●ン

＜ I′

：ドのヨギたちが話蓮にする、あの千弁のハスはアストラル件の霊的感覚である．

電
岩

松果腺の特別の発達によってアストラル体を知覚することができ、その霊的感鞄キ、、ハスの花
のように内分路腺自体か ら生 じる．医学は現象の しくみ と戯れるが、生命の本質は知 らない．

枚果腺が特別に発達すると、その生命の本質そのものを見ることができる．

ヽヽ′

脳下垂体はたいへん小さい．生物学の詰るところによれば、この腺の大きさほエンドウ豆しか

なく、㌔形骨の上に調和よく支えられて、脳の根幹自体から空くぺき方法で垂れ下がっている．
この腺にはすばらしい三位一体が見いだされる．三角形の法則は、全被造物を支配する。

脳下垂体が三つの部分から成っているのは確かである．二つの葉とまんなかの部分、そして J

ここに三角形がある．全創造のすばらしい法則．脳下垂体の前頭葉またほ前葉がなければ生糾ま

絶対あ りえないと、生物学着たちは考 える．

－8 －



前頭葉は細胞群 h etlullr 帥■■州ity ）の構造の大きさを監視する役目を担っている．さて、

この監視の中にほ抑制・調蔀も含まれていることを知るべきである．そうして初めて、前葉がな

ければ生命はありえないことを理解できる．

前葉の稔能高進によって巨人が生まれる．前頭葉の扱能が不十分なら小人になる．それゆえ脳

下垂体ほ細胞群の構造の大きさを調節するので、前額糞なしでは生命ほありえないだろう、そう

推消することは論理的である．

ある種の白痴 と盲目も、前額菓のなんらかの異常によるものである．

脳下垂体の後葉の捜能 も、有扱件の不随意筋をすば らしく強健にすることである．脳下垂体の

分蕗液は、腎抜からの水の排せつにも影響をおよぽす．

＊

医師たちは難産 を軽くす るために脳下垂体を利用する．マスター H ．P ．プラケァツキーは、

脳下垂体は枚果腺の従者にして光を運ぶ看である、と語る．ベル リン大字医学教授クルム・ヘラ

ー博士ほ、脳下垂体と松果腺の間には死体では既に消滅 しているきわめて細い小菅 または毛細血

管が存在す ることを語っていた．したがって、これ ら二つの腺はその細い管でつながっている．

生物電気学と生体電毯気的な力に関しては、なんら疑いの余地はない．それでは、脳下垂体と松
′

果腺の間の生体電敬気的な交換を認めようではか lか．狂信・偏見・独断のか 1態度で、盟史上
e o な慈覚（注．死語かミスプリ？ 英語版では r神秘的慈覚」、フランス語板でほ「慈覚の範域」
V ｝ ′ヽ■

となっている）および心身相閑のあらゆる可能性を検討するときが来た．

イ㌢ドのヨギ・たちによれば、脳下垂体から二枚の花弁を持つハスの花が生まれるという．西洋

の科学者たちはこれらの主張を笑う代わりに、深く研究するとよいのだが．知らないことを笑 う

のほ科学的でほない．そのハスの花は、アストラル体のちょうど眉間ある．イン．ドの安着たちは、

これらのハスの花にチャクラと名づけた．ヨギたちは、脳下垂体チャクラは我々を透視者にする、

と確信する．ヴューダの聖なる他には、透視力開発の秘据のプ ラクテ ィスが数多くある．インド
＞

人たちによれば額チャクラにほ八種ゐ大きな超能力と三十六の′トさな超能力があるという。
後

遺祝着は自然の超感覚的世界を知覚できる。心霊的、精神的なすぺての原理を含むアストラル

体を霊視できる．透視者は四次元を知覚するのである．

生物学者ほ、腺のエネルギー論をばかにできない．枚果勝 と脳下垂体の生体電毯気の交換によっ

て、我々は透視者になる．

▼

鋼の原子と脳下垂体の間には、なんらかの開係があるらしい．透視力の開発に鋼を利用する賢

者たちい、る．㌧ストラダムスは純粋な銅の容器の中の水をじっと見つめながら、まる数時間そ

ー9 －



のままでいた．医者であるその繋者は、時を越えてまったく正確に成就した数々の予言を行った。

占星術師たちは、脳下垂体ほ金星の影響を受け、銅も金星の影響を受けると確信する．そうして

初めて、銅と脳下垂体の間に存在する密接な関係を理解できるのである．

＊
征服の時代 、スペインから来たカ トリ・y タの司祭たちがアステカの神官の一団に遭遇 したとき、

おもしろいことが起こった．伝説によれば、カトリックの司祭たちはイン≠ィオたちに伝道して

いるとき、天使・大天使等のことを話した．それから、インデ ィオの神官たちはカトリックの司

祭たちを食事に招待した．食べ物にまじってカトリ・y クの司祭たちほとても美味なサボテンを食

べたと言われる．そのサボテンほスペインの司祭たちの透視力をたちどころに目覚めさせた．す

ると、彼らほ天使・大天使等を見たのである．彼らの発きは大変なもので、カ トリックの司祭た

ちはどうしたらいいかわからないでいた．そうこうす る間にインディオたちは、にっこりしなが

ら言 った．「あなたたち、わ しらに話 して くれた天使ちと大天使ら．わしら、ずいぶん前から知っ
」ヽ■

てた ．」

伝説によると、カ トリックの司祭たちはアステカの神官たちをプルホ（妖術師 ）やエチセロ（旋

法使い）とみなして殺させたという．疑いなく、そのサボテンほ鹿力を持ってお り、それを食べ

る者にたちまち透視力を目覚めさせる．そのサボテンとほ焦ヨ「 ．テである．メヒコ州では透視力

の目覚めに使える輯君津三祭は手に入らない．手に入れたいならチワワ州やサン ルイス ポトシ州

で探すとよい．それをかむのである．熟したぺヨーテだけが役立ち、かわいたものは役立たない．

生物学はぺヨーテをあなどれないし、独断的かつ頑固な態度で透視による知覚は幻覚なのだと

断言することもできない．それゆえ、顕微鏡で放生物を見ることのできた最初の賢人たちは、そ

れらの微生物は存在せず、レンズを通して見ていたものほ幻覚であると確信したかもしれない。

その場合には、今でもまだ微生物の存在ほ知られていないのではないだろ うか．我 々はあまり教

条的ではなく、もっと研究熱心で、さらに折詭主義かつ教育的である必繋がある．脳下垂体は七

種想のホルモンを分泌する．産科における脳下垂体の重要性は、測り知れない．

著名な作家ジョージ・ アドウム（Jor8e ▲dou■）博士ほ、ノーシス著述家にレて白ロッジの大

密低の偉大なマスターである．披は、コスミック・ クリストの原子は脳下垂体にあり、父の原子

ほ鼻のつけ椒の払気セ ンターにあると語 った．

生物学は賢者全員の科学的概念を検討・研究する．もほや生物学ほ18世紀の恐ろしい唯物論を

脱し、今日、内分泌腺の肉体的、心霊的、椅神的なすぺての潜在能力を研究 し始めている．

＊生殖器と密接に関係…淫乱は松臭腺の腫ようを引きおこすことが証明されている．（仏語版の

注より）

－1 0 －



＊難産 を軽 くする…脳下垂体ホルモンの一つに子宮の平滑筋を収始させる子宮収縮ホルモンのオ

キシトシンがある．（仏語版の注より）

書堤形骨…今月号 lニューズl のイラスト参照．

r 下図を見よ」
■・ ◆

事ノス トラダムス ＝503一郎）… r深夜、雑ぜの書斎に払とり座る／それ与事睾ちゅうの三脚台の
■▼ く●

上に／幽かな炎が空よりたちのぽり／みだりに信 じてはならぬものを成就させるJ （ F諸

世紀J l・ 1 ） 扱がイアンプリコス著 lエジアトの秘儀J を読み、それを予言の土台に

利用していたのは確実である．辣夜、ひとり手書にこもり、予言能力をかきたてる秘密の

祭事に読みふける．美ちゅうの三好台はイアンプリコスの用いていた道具で、その上に水

を張った鉢をのせる．予言者が一心に老視しつづけるうちに、ついに水面が曇 り、未来の

世界像が浮かびあがってくる．

r 手にする枚を三＃台の真ん中に書く／衣服のヘリと足に水をふりかける／声が 恐怖

がガウンに包まれた身体が葺える／こうごうしい光彩 神は在すかたわらに」（ 一議世

妃J l・ 2 ） 披ほ細い杖で三＃台にきぁり、ガウンと足を水で浸す．舌代アポロンの神

託をきずかろうと、女預言者たちが用いたのと同じ方法である．（エリカ・チータム著

．山根和郎訳 二見書房 rノストラダムス金子言 J∵参考）

＊征服の時代…18世紀．アステカやインカなどをスペイン人征服者（コンキスタドール）たちが

滅ぼした時代．
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杉細 粒
内分 泌 学 と 犯 罪 学 の 基 礎 知 識

サマエル・ アウン・ぺ オール書棚杉

甲状腺は美い 1時赤色をしており、それには内分泌専門医に非常によく知られている二つの葉が

ある．一つの驚くべき峡部（組織・器官の暗が狭くなっている部分）でうまく結合したそれ ら二つ

の美い 、葉を最察して、生物学巷ほ楽しむ．（ここに完全なる三角形がある。）

甲戟 豚の二つの葉は 、畷 ほとけのち ょうど両隣に位置 している。

甲状蕨には、バセ ドゥ病（甲状腺最能高進症）および甲状展稔能減退症という二種賛の基本的な

病気がある。前者の特徴が分線過剰であるのに対して、後者のそれは分泌不足である。バセ ドゥ病

は外科で治簾できるが、甲状庶最能減退症ほどのような方法でも外科では治寮できない．その病気

の唯一の治療法は、患者にチロキシン（甲状腺分泌液の活性成分 ）を投与することである．実際、

チロキシンは、医学ではごく重要なヨウ素化合物である．

チロキシンほ人体の全般的な新陳代謝と密接に南保する．患者がバセ ドゥ病で苦しむとき、チロ

キシンの分絶遠剰により食物の燃焼が急増する．その結果、呼吸と心抜のリズムが正常よりも速く

なる．

甲状尿最能淀退症では新陳代言酌まより遅くなる．もし子供がこの病気にかかれば、体 と脳の全体

的な発達がひどく選れることになる．大人が発病すれば、精神的に無気力になり、爪と髪は遅く異

常に伸び 、どのよ うな肉体的活動で も疲労囲ばいし、皮庸は乾燥 し、うろこ斌にな り、少 し厚 くな
′′ ヽ

l

る．

生物のヨード（ヨウ素 ）が全有最体を殺菌・消毒する．甲状腺の生物的ヨードがなければ、人体

は生きられないだろう．バラ十字団の医師たちが断言するには、甲状掛ま金星の影響を受け副甲状

豚は火星の影響を受けるという．著名な医師のベルリン大字医学教授アーノルト クルム・ヘラー

ほ、金星と火星の間にはある恐ろしい戦いがあり、それほ甲状腺と副甲状腺の同でくりかえされる、

と確言 していた．

あるとき、読み書きのできない一人の農夫の老人が我々に確信をもって語ってくれたことである

が、較は一枚の鉛板を患部に当てることによって甲状腺長を自分で治療したという．農夫の話によ

れば、四角形の鉛板に小さな穴を二つあけて、糸や紐で括ぶ．その扱で鉛板を喉にしば りつけ、甲
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耽腹腫の根幹の上に鉛板を重ねあわせたままにしたという．三 カ月問、板鈴を首につけたおかげで

根治したと、自信ありげに諾ってくれた．また彼の家族の何人かもその鉛板を用いてなおったと諾っ

てくれた．

′▼ l ● サ ピ ー

金属療法が依然として初期の段階であることほ事実である．疑 う余地なく金島療法の可能性ほ大

いにある．甲状腺蛙に対する唯一の治療法として断食をし塩とだ液を利用する何人かの南米の農民

たちと我々は知 りあった． が てい （ 注．下線部は原文が大文字であることを示す．以下略．

）ときに長氏たちはこれ ら二つの要素を混ぜ合わせた．それから例の治療法 を用い 、そのよ うにし

てその厄介な病気 をなお していた と長氏たちは語る．生物学はこれ ら長尺たちのいっさいの治療体

系を深 く研究する準備ができている。なぜなら我々のおばあちゃんの用いたそ九らの処方の多くが

名士たちの命を何度も救ったことを、我々は確信しているからである。

インドのヨギたちによれは喉頭チャクラの杭ほ甲耽扱から生じているという。そのチャクラにほ

十六枚のハスの花びらがあると、ヒンドスタンの偉大な医戚／ケァナンタ（Si、・…。da＝消音す
る．西洋の科学者たちほ、自分たちの知らないことは笑う。我々は知らないことを研究する方がよ

いだろ う。東洋の賢者たちは、超悪覚的世界の波動を知覚する在世覚を認める．彼らはその程聴覚

をちレアローデ ィアンス（e‡a ir8Ud；enee ）と呼ぶ 。

ロ
メ ヤク はクレアローデ イアンネのセンターである． は大人のマインド（精

神）を無気力にする。このことは甲状腺とマインドとの深い関係を証明している．甲状放とマイン

ドがそれほど密接な相互間係にあるなら、甲状腺チャクラと抵念の給食力に関する東洋の見解を受

けいれてほどうか ．
ヰ

l ■

メ ヤクラ の発達によって概念の稔合力を得ると、インドの賢者たちは語る．

物理学はエーテルを認める．ヒンドスタン人たちによ九ばエーテルとほ単にタットワ ァーカーシヤ

の濃縮したものにすぎないという．物質はエーテルの叢轟したものであり、同時にエーテルはタッ

トワ ァーカーシャの萎縮 したもので あ り、そのタットワ ァーカーシキにi主結局のところ物質の

環濠が見いだされる、そうアジアの偉大なヨギたちほ語る．アーカーシヤは原始の音であり、人間

ではその道具は創造的な喉頭であるとヒンドスタン人たちは考える．

ヤク ラ の見違によって アー －ンノヤ

ときにはマハー・ アララヤ（注 ．手首の掃滅 ）

を支配できるとシヴァナンダ医師ほ断言する．その

の深い夜の間でさえも首尾よく生きら九 る．

甲状腺チャクラの覚藍によってクレアローディアンスを獲得すると、便乗な内分泌専門医にして

ヒンドスタンの旦王であるシヴァナンダ医師は確言する．もし五重が遠くにいるある友人の言うこ

とを聴こうとして日々の昌美想にひたるなら、まどろみつつあるときにその昔菓を聴けるだろう．内

的呂冥想によってクレアローディアンスが目覚める．

＊

内分線度の分泌液は、いわゆる不随意筋の、自律神技系の秩序および抑制のすぺてと杏接に同係

する。腺の分泌液は手首生理学の至高の怒智で肉体の驚異的な新陳代謝をことごとく支配する．内

分絶勝の分泌液は大朝胞群全体の成長・発達を抑制し、性敬を完全に利鞘する．

甲状腺には実に驚 くべき金の放射が見られる．

－2 －



＊シヴ ァナ ンダ…ス リ・ スワ ミ・ シヴ ァナ ンダ。自己実現 した正真正銘のマス ター ．披 とマス ター

・ サ マエルそしてアルゼンチ ンのマスター・ ルタセ ミル（現世での名前 ほプロパ ト）は三角形 を

形づ くり、人殊に献身した．

＊クレアローデ ィアンス…超聴覚、透聴、天耳通、霊聴．t I＆ir ＝ e Ie8r「はっきりした」、8ud i

－enee r聴覚」．

＊エーテル ether…ギ リシア詰のアイテール 且itb言r に由来する言葉．は じめア リス トテレスによっ

て地上の物質を構成する四大要素に対して、天体を構成する第五元素とされ、その後、敬舐精妙

な物質の呼称となる。17世紀にほフックやホイヘンスは、「光の波動説」の中で、光を伝える媒

体としてエーテルを仮想 した．しか しアインシュタインの相対性理論の登場によ りエーテルの実

在を考えることは無意味とされ、1910年 代には物理学から姿を消した。

＊自律神経系…文恵神経系と副文恵神経系の二系詫がある．不随意筋の運動や腹の分泌を受け持つ。

■耳 l

副甲状腺を決して取ってはいけない、なぜなら、ひどいけいれんに突然襲われ、必然的に頓死す

ることが十分 に立証 されて いるか らで ある．

二対の副甲状腺は、細胞内と血液中に豊富にあるすべてのカルシウム価を驚くほど賢明なしかた

で通常は調節する．

羊

すぼらい 1四つの副甲状腺からの分線液は、裾取と血液のカルシウムの抑制というこの仕事をす

べて果た さねばならない。

（ 背面）

副甲準腺

けい動脈

食道
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この固鞋な仕事は 、四つの副甲状牒の分線液ゆえに可能 となるにす ぎな い。

実際には 、これ らの副 甲状腺は大変小 さく、甲状腺のそれぞれの菓の上に位置す る。

生物学着たちが注意深く最案すれば、おのおのの菓の上に豆粒大の一対の小さな器官を見ること

ができる．

占星術の主張でほ、火星がこの腺を調節するという．

′■

公式科学ほ、まったくただの唯物的な見地からしか腺を見ない。

ノーシスの賢者たちの科学は、もっと先を行く．
1

あらゆる原子の中には物質 ニエネルギー・意議の三つ組が存在する。

各内分姥膀は真実の、ミクロコスモスの実敬重である。内分路線の相互間係、生化学的な生成物

の見事なや りとり、腹話動の限 りない完ぺきさは、いやというほど、さる知性ある共同作用が存在

することを示している。その共同作用の環濠は、宇宙意識に求りねばならない。

生命のある所なら、どこにでも意識がある．湿 りけが水に固有のものであるように、意識は生命

に固有のものである．ソ連には現在、1500万人のイスラム教徒がいる．このことは、マルクスの唯

物論が完全に失敗したことを明らかに証明している．

■r

あらゆる最械は法に基づいて親鳥さ九、最械を操るための略・ハンドル、それに最械を制御・操

縦するパイロットがいる。もちろん人体も例外でほない。人体は、字音意識が自然の作業場で観み

たてた完全な最械である．その最様には、それを操るための舵やハンドルがある．舵とは交惑神経

系で ある．その最械 を制御す るパイロットはインテ ィモ（轟 ）

まれたインティモは、文恵神経系というハンドルを操縦 して、

泌を制御する．

である．こうしてアス トラル体に包

有最俸全体 といっさいのホルモン分

＊副 甲状腺ホルモンのパ ラトルモンは血液中のカル シウム とリンの量を調節する．骨組最 と神経系

に対するこ九らの ミネラルの重要性が知られている．（仏語版の注より） へ繋
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人間が性的に成熟を迎えると、胸腺は衰退に向かう．このことは

既に立証されて いる．

胸腺は、まさに首 の基底部に位置す る．
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内分秘系の発達曲線

出生後 、20歳に至るまでの全

増加量に対する百分率 。即ち

出生時 を0 として、2 0歳の と

きの大 きさを 100とした変化



抱腹は完全に不浸則な構造をしている．

この腺は乱麻と密接な関係にある．どうして母乳が他のものでまったく代用できないのか、今そ

の理由を理解できるだろ う．

胸腺ほ子供の生命力を調節する．

この屏は且の影響を受けると占星術師たちは言う．ノーシスの賢者たちの望みは胸腺を保持し、

衰退 に向かぁせないことである。

る去芸芸誓誓予言孟ム芸…芸芸霊芝去…三三苦㌘≡予言去喜言霊∴…去よ芸と三；甥…雷雲三言
というあまりにも世間に広まったその賢明なマントラを用いていた．生産を通じて施塵を汚動させ

つづけるためだといわれた。彼らはその言葉を次のように異教の神殿で49回発音していた。

A B R A C A D A B R A

A B R A C A D A B R

A B R A C A D A B

A B R A C A D A

A B R A C A D

A B R A C A

A BRAC

A B R A

A B R

A B

A

母音「ア」の音は、伸ばして発音 していたという．

アブラカタプラ

アブラカタプル

アブ ラカタプ

アプラカタ

アブラカ ド

アプラカ

アブラク

アブラ

アブル

アプ

ア

青菜の音を利用して治賛 しだした医師たちもいる．医師の声とその言葉の一つ一つが、患者にとっ

て生死を左右する原因であることを知るのは興味深い．
一「ヽ

l

内分泌字は、青菜と内分泌腺との間に存在する深い関係を研究すべきである．我々の知らないこ

とを笑 うよ りも、調査 し分析 し理解す る方が よい．

赤ん坊のおなかがすくと、母乳を与えねばならない．赤ん坊をまる数時間もおなかのすいたまま

にしておくよう勧める、おかあさんのための初扱読本は公衆青生に反する罪てある．

人間が自然を改めようとすることなど、明らかにばかげている．赤ん坊が、おなかがすいて泣い

ているときに、食べ物を与 えないのほ自然に反する罪である．

ヽヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

＊アブ ラカタプラ…病気（特におこ り）や災厄を払 うま じないとして呪文や護符に用 いら九た．ヘ

ブライの定法書に出て くる．一説 にはアブラクサス（A B R A X A S ）に由来するとい う．
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ノヽ ノじ、

心族は、まさしく二重のポンプである。心底の片側は血液をある方向にポンプで送り出し、一方、

他の側は別の方向に送 り出す．それぞれ逆の方向であるが、空くべき方法で補いあい、協調しあう．

最も興味深いことは、心族によって送 り出される二つの逆方向の血浣が対立せず、助けあって、互

いに推進 しあ うことである．

心慮は、本当に有最件の太陽であり、創造の中で最も偉大な驚異である。け九ども心慮の生理学

を知らない、高等鼓育を受けた教養人たちがいる．

大動脈の豊かな血流を敢察することは、すばらしいものである．その動脈は、本当に流れが豊か

で美 しい。命の羅動にみちたその偉大な流れは、より小ぎな流れ、小さな動脈に分岐し、それから

無数の微小な生命（細胞・生殖質など）を養い命を与えるために、命をあらゆる部分に運ぶ小さな

読れに枝分かれ していく．その有 りさまを最察するとき、我々は恵嘆と神秘的な至福にみたさ九る。

それらすべての生命ほ、物質・エネルギー・意識の三つ麓からなる．無限小のそれらすべての生命

は、我々をその神として崇める．最小の血流は毛串血管である．これ らの毛韓血管の粥我粧最内に

は、様々な鑑鼓・器官の細胞が見 ら九る．

だから串胞は、心慮によって送 り出される血浣で生きる．串胞ほ分子からなり、分子は原子から

なる．あらゆる原子ほ、ミニチュアサイズの真実の宇宙である．あらゆる原子ほ物質・エネルギー

・ 意識の三つ泣からなる。もろもろの原子の知性は、心猿の左心室にあるヌースという原子に支配

され る．

心屁の吸いこむ諸原子はヌース原子の命令に従い、各器官の話動を導くエンジニアの諸原子にそ

の命令を伝える．各器官の原子の労働者たちほエンジニアの諸原子の命令に従い、命令通 り働く．

病気の原因となる怠け者の原子も、数多く存在する。心慮のメース原子は、建築家の原子の指導

のもとで轟き、この最後のものはインチイモの命令のもとで働く．

心族は握 りこぶ し大の 、がらん どうの筋肉である。どちらかと言 えば西洋な しに見 える．心長は

収崩・拡張し、絶えまなく収縮・弛接する．これは命という偉大な大洋の満の干満である．あらゆ

る命にはその収縮・拡張がある．万物は脈打 ち、そのはね返 りを招 く．無限小と同じよ うに無限大

でも、万捌 こはリズム（轟動）・脱が存在する．「下にあるがごとく上もあるJ 。「上にあるがご

とく下もある」．それが偉大なる命の法である．

心丘にほ空くぺき二つの毎がある．ポジティナな奄 とネガティプな極てある．そ九らは、逆方向

にそれぞれ血液を絶えず送り出している二つの心長のようである．心慮の二つの区画には、おのお

の上下、二つの部屋がある．上の部屋は心房であり、下の茅屋は心室である．秘密の教義は、艮内

に秘密の七古屋を認める．
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ノじ、臓 内 もこあ る 六 一＝＞の 光 球
①他の五つの光球全体に浸透する形で存在している白色光球は、絶

対者ブラフマンの光球 ②黄色光球は微細現車自性球 ⑧バラ色光球

ほ敬相生気球 ⑥青味がかった線色の光球は我執球 ⑤白色をして光

を放射しているのは心素球 ⑥白色の心素球内にあって、まばゆいば

かりに光 り輝く故細な光球がアートマン（ヌース）

（ スワミ・ ヨーゲシヴァラナ ンタ著 F尋の科学 j た ま出版よ り）
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右心室と右心房があり、左心室と左心房がある．

上部の部屋には左右に心房があり、下部の部屋にほ

左右に心室がある．

心最のハスを目貫思することによりタットワのケァ

ーユを支配し、海とハリケーンを操作する力を得る．
ヒンドスタン人によると、心技のハスの花には十二

枚のすばらしい花び らがあるという．心底の飽きの

奥深い全秘密、心最のすぺての根本的命は、十二枚

の花びらを持つハスの花に求められるぺきである．

そのハスの花の微細な茎は心良寺院から伸びている．

一ゴ：． ．

壬与‾r ∴－－

一一大I朔
‾′ニ←′ √、▼

巻こレ
モーニニニュニ

ヱ・‾号ここ二分

右心弄

右心王
、－【 一 ヽ 一” ． － 1 ■

h ：・ 書「－ 一▼～ ‥ ．′

′■ヽ

し頸 と 手 ノ

r

J 持一元脈 与

冬モ

、－ヽ － － ● ←

肺静脈
・ Jた妄一

左心房

＿「 エI 一 一

ヽ

tニ＿i

r 粥 体 と足 I
ヽ

一－．土｝ご

す

J

こi；てここ～～ ‾一
日チ湾

．芋ナJ ：繁華良
■±ニて主 J T －’

左心王
■t ∫

ソ；′・l草野・1

大静脈ほ宅乾物でみちた血液を心庭に送る．右心房はその濁った血流をすべて受けとり、その下

にある右心室にたくみに送る．すると右心室は、ただちにリンパと老乾物でいっぱいの血液を心臓

弁を通 して送 り出 し、肺動脈によって肺の内部を通過 させ る．

字音の知性ほ、何もおろそかにしない．そのすべての飽きを最察するのほ、賢者にとって興味深

いことである．大きな肺動脈がより小さな二つの肺動脈（それぞ九南肝に通じる＝こ分かれるのを

見るのは、すばらしいものである。

肺の内蔀で肺動脈も枝分かれ し、最後にほ微小の毛細血管になる．血液は一滴ずつ、肝の毛細血

管を必然的に通らねばならない。血液はそこで余剰の炭素無水物を引き渡し、代わ りに余剰の酸素

を吸収する．

酸素を多く含む血液は小さな血管にうまく入りこみ、それから最も大きな血管に入 りこむ。肺の

二本の大きな血管は、転乗をたっぶり含む血液を心庭の左心房に送る．血液は、すでに自分の余剰

の炭素無水物を敢素と交換 してしまった．今や命がよみがえった．血液ほ左心貫から左心室に送ら

れてから、心慮のリズミカルな推進力を受けて大動脈を通 り、最後にほすべての動脈と血管に流れ

こむ．空気の原理ケァーユと心族との同に存在する密接な関係をこの全作業で見ることができる．

したがってヒンドスタンのヨギたちが旦ヱーユを心抜と関連づけるとき、彼らはまちがってはいな

い。心技の器官に関 して東洋人の持つ字音生理学的な深い知識を、このことは示している。西洋人

はどうして東洋の互左を学ぼうとしないのか。なぜ西洋人は知らないことを笑いたがるのか．偉大

なヨギ、 シヴァナンダを研究する方がよいだろう．その方が賢明だろう．

ケァナンダの著 した r タンダリニー・ ヨ

（ ヒンドスタンの賢者と

J lま、東洋の戟智の驚異である．）

肉体をと－ナスの状態に置くことを覚えたい書 くすなわち肉体を四次元に置くことを覚えたい者）

乱心最のハスを発達させるとよい．肉体をト ナスの状態に置くヨ判ま、空を飛び、㌔リラヤ湖
でイエス・ クリス トが行ったように水面を歩き、あるいほ実転にインドの多くのヨギがするように

燃えることなく火渡りをすることができる．そして仏監の弟子たちがしていたように、岩を端から

撮まで貫通す ることができる．
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心最のハスは張想と祈 りで発達する．心施ほ二つの音を生じると西洋の医師たちは語る。一つは

鈍い低音、もう一つはよく響く高音．すなわち 「 ル プ（ L U 8 ） 」 と r ド ゥプ （DUP ）」である。最初

の心音ほ心室が収縮した後ただちに生じ、次の心音は大動脈と肺動脈から心室を分挺する弁の閉鎖

によるものである、そう生理学看たちは断言する．ヒンドスタンの医師たちほさらに叙敏な感覚を

待つために、もっと先を行く．心慮には十の神秘的な音が存在するとインドのヨギたちは語る．

最初の音は「人の子」の声のようである．第二の昔はチンピニ（Cm NB川Ⅰ）である．第三は字音

の大いなる長の音である．第四は大地の内なるごう音である．第五はリュートの甘い音、第六は姓

々の シンバルの音である．第七は うっとりとしたフルー トのそれで ある．第八ほ大太鼓のそれであ

る。第九はダブル ドラムのそれ、第十の音ほ、そこで黙示鐘が永遠の声をくりかえす七つの雷鳴で

ある。西洋の医師たちの聴く二つの音は、本当に確かなのか．どうして東洋人のいう十の音が確か

でないことがあ りえようか．

1

西洋の医師たちのいう二つの音は、もちろん立証されている．では、どうして東洋人のいう十の

昔が立証できないことがありえようか．同竜は立証のしかただけである．西洋人には科学的な証明

法がある．東洋人にも科芋的な証明法がある。東洋では十の神秘音にマインドを固定して巨冥想する。

東洋人のマインドは十の神秘音にひたり、それから心最の十の神秘音にこうこつとしつつ、そのニ

スス・フォルマテイウスに、すなわち肉体内の、中世の医師たちのいうそのアストラル体に一体化

し、のみこま九る．そ九がヒンドスタンのヨギたちのサマーディである．そのようにしてヨギほ無

限のは るかなる諸世界に移動する。

西洋の医師は、まだ研究も鉢巻もしていないことを笑い批判する代わりに、旦塵を研究すべきな

のだが．

心旋チャクラ内には言葉では言えないしっ黒のヘクサグラムの

空間があると、ヒンドスタン人は言う。そこでは十の神秘音が響

く。西洋人は、このことをすべてあぎ笑 う。もし西洋の医師たち

が超視覚（クレアポイヤンス）を開発す九ば、もう笑わないだろ

う．心底の拍動を正確に表現できるようになる、ということがわ

金主からである。心慮の拍動は心 という装置で克明に表され

る．どの ように して 、心抜の四部屋が まるで二部屋だけの ように、

その拍動の時間を完全に合ゎせるのか、そのしくみを見るのほ繋

くべきことである。こil がで きるのは、まさしくヒス束のおかげ

である。この、雑胞の神経束は星真東とも呼ばれ、弱い収梅の拍

動時にのみ二つの心房を、そ して襲 い収轟の拍動時にのみ二つの

心室を、髪喫すぺき方法で自動的に同調させる．

心 が心振の拍動を正確に表せるなら、超視覚を尻発する老にとれだ姓重くの も＿のカモ見 えるg

ろうか。新しい世界が超視覚者の前に展開する．無限の世界、数えきれないほど多種多様な世界が．

心庭 内には 、世 に到来す る、あ らゆ る人間の内なるクリス トが存在す る．

重が。
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＊風とハ リケーン…各チャクラに対応する象徴的な形 と五元素ほ以下の通 り．（下のチャクラから

塀に）四角と地（土）、三日月と水、三角と火、へクサブラムと風（空気）、円と室（エーテル）

、リンガと識（マインド）、点と究極実在．

＊ガ リラヤ湖で‥・ rマタイ福音書 J 14 ：22－33、 rマル コ福音書 J 6 ：ヰ5－52、 rヨハ ネ福音書 j

6 ：16 － 2 1 ．
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勿00

内分 泌 学 と 犯 罪 学 の 基 礎 知 識
サマエル・ アウン・ ぺオール著

甥彬00

しヽ

すい戚ほ 、部分的に管のない腺であるということがわか っている。人体のすぺての消化液は、

有名なウイルスング管 を通 って十二指腸に凍れこむ。
l

－」－

ベル リン大学医学教授で ドイツの医学の大学者アー ノル ド クルム

ペイン諸原文が大文字であることを示す ）博士は、乙女座は腹部に、

に影響すると Fゾデ ィアカル・ コース』の中で言 っている。

ヘラー（注．下線部はス

とりわ けランゲル ハ ンス島

インシュリンほ炭水化物の全新陳代謝を抑制す るのでとて も墟襲である。インシュリンは、そ

れらす い臓の ランゲルハンス島か ら分泌 される。

ランゲルハンス島が正常に横能 しないと、糖尿病にな る。すい臓の主な仕事は帝の変換である。

ランゲルハ ンス島が正常にインシュリンを分泌せずに、糖が直接血液に行 くとき、それが糖尿病

なのである。

インシュリンの治療法によって医学ほ糖尿病

を抑制するに至った。だが、その治療法では蟄

尿病の治療ほできない。よく知られた筑穂尿病

茶によって糖尿帝 をまん まと治療 した多数の糖

尿病患者と我々ほ知りあった。その茶の煎じ方

は以下の通 り。

アボガドの菓 30グラム

ユーカ リノキの葉 30グラム

クル ミの乗 30グラム

1 リットルの水の中で全部を煮 る。

一日に三カ ップ服用。各食前に一カ ップ。

六方月間つづけて亀虫ヂ

インシュリンによる治療ほ、この無音な茶に

対立す るものでほない。 ランゲル ハ ンス島か ら

－1 一

ランゲル ハンス島 α細胞

ランゲルハンス島のβ細胞からインシュ

リンが分泌され 、血糖量を低下させる。
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の分泌液は直接血液に入 る。ヒン ドスタン人は、へその上にほ十枚の花び らを持つハスがあると

言う。へその節域に位置す るこのナヤクラほ、肝臓・ 凹・ すい臓甥；を支配する。ヨギたちによれ

ば、このナヤクラの色は生ける火 、同一光、そ して櫛輩にあふれた実の色のようであるという。

このへそチャクラを開発 したヒンドスタンの ヨギたちは、燃えることな く火中にとどまれる。

ヒンドスタンの賢者たちほ、このへそチャクラにはタットワのテジャス（火のエーテル ）がきら

きらと輝いていると言 う。

西洋の生物学者は、そんなことほありえないと言う。西洋の学識者たちほ、これを調査しに主

ンドスタン旅行す るとよいのだが 。 インドを施した多くの懐疑的な西洋人たちは、それらの皇室

たちが燃えることなく火中にとどまるのを見て驚 いて帰 って きた。

ヒンドスタンのヨギたちは、目冥想と集中によって＿このへそチャクラを発達 させる．＿＿ヨギたちは

まる何時間 もへそに集中す る。西洋の催取締師たちがヒンドスタン・ パキスタン・ 大タタール ・

モンゴル・ 中国・ チベ ット、それ らすべての地 を旅行 してまわ り、それ ら東洋の苦行者たちが皆

へそに精神集中するのを見るとき、彼 らは自己催耽のためにそ うしていると推測す る。そうでほ

なく、実際はそれらの神秘家全員ほへそチャクラを開発するために、そのチャクラにまる数時間

というもの集中・ 目冥想す る。

＊その治療効果 を増大す るために、エレメンタル（精霊 ）すなわち、つなが りのある植物の意識

またほ鶉 と働くことが重要である。そのテーマに関 してはマスター・サマエルの『神秘医学お

よび実践魔術手引書』、『火のバラ』のエ レメンタル魔術の項 目を参照のこと。（ フランス語

版注釈より）
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内分 泌 学 と 犯 罪 学 の 基 礎 知 識

サマエル・アウン・ぺオール著
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肝臓は有横体内で最大の腺であり、横隔膜のすぐ下の右側に位置する。暗赤色をしていて、重

さ釣 4 ポンド（1．8 k g ）、長さ、およそ 9 インチ（23センチ）、幅 7 インチ（ 18センチ）、そ

の最も厚い所で 4 インチ（10センチ）ある。

医師たちは肝膿のことを通称「五つの器官」と呼ぶ。カバ リス トたちは、 5 がゲプラー（ 法の

厳格）（注．下線部ほ原文が大文字であることを示す）の数であることを知っている。旺盛には
ヽヽ ヽ ヽ

はりつけになったクリストがいる、そう語る神秘家たちもいる。疑いもなく旺盛は欲望の座であ
ヽ＼ ヽ ヽ

る。この見地から、肝臓にははりつけになったクリストがいると確かに言 うことができる。

肝旋には五つの見事な菜、五つのグループの調和のとれた賢明な管 、五本の驚くべき血管、五

つの基礎的な捜能がある。

欲望の娘であり一切の悪の娘である、それらすべての行いの上に重 くの しかかる法、ネメシス

が、肝臓の 5 というこの数字から思い出される。

ビアチェンツア（注．イタリア北部ポー河畔の都市）の遺跡で発見された畳盟の肝臓には、黄

道十二宮の彫刻が見られた。これらの彫刻ほ、我 に々肝腹の5について考えさせるチ古代の占星

術師達は、肝臓を調べながら予言していたといわれる。彼らは肝臓を見て予知 していたのである。

小宇宙である人間の黄道帯ほ、曹そ托匂体の法則を持ち、

を持つ。 ，1

肝棄ほ、肝壊の補遺全体に統一性を持たせるに

いたる。そ して肝概能に統一性を持たせる。生

が肝臓のその腺を研究するとき、 驚くべ．軍票
ミニチュアサイズの肝庇のようなものであることを確

認できる。すばらしいことでほないか。肝 棄全体

を知 りつくしている者は、肝巌全体を実際に知りつく

している。肝 棄は、慧喫すぺき結合組織によって

見事に結合した細胞の集団である。それぞれクJ壷には
肝

－1 －

肝腋に記されたそのサイン く星座）

肝放内紡のつくり（一部）

肝良は．肝細胞が放射状に集三ってで

きた肝小薬かちなり．その間に．血管 ・

門兼・胆管が枝わかれして走っている。

品▼

ゝ
－

肝
小
葉

I 坦管

／

一迫管

肝静脈

脈且］
F 肝動脈



美しい完全な五、六個のひだがあり、それ自体の故小の美 しい脈管のセット、分泌するそれ自体
∨

の細胞、そしてそれ自体の管がある。肝小葉の一団は、’ 一つの葉全体を形成し∴ 五

っ嶺 が肝漉そのものを構成するにいたる．これが5の法則である。肝
′肝 。

肝細胞は脂肪の消化に必要不可欠な胆汁を分泌する。肝麓は、軋鼓にごく重要なブドウ糖を生

産する．糖類をブドウ糖に転イヒするこの作業は、錬金術のすばらしいワークである．

ブドウ糖からグリコーゲンヘの、またグリコーゲンからブドウ糖への錬金術的転化を監視する、

肝長のある内分泌が存在する．

肝掛ま有礁件のカロリーを支配している．肝掛ま、その錬食締の実験室でアンチトロンビンと
■一′

いう物質を生産する．アンチトロンビンは、血ノヾいの形成に不可欠な物質である。

肝鹿のこれらすべての五つの働きほ、有概件の生命にとって基本的なものである．肝威の役目

は錬金術の実態室ですべての古い衰弱 した細胞を ere■8r し（ ？ 英語版でほ r焼却 し」、フラ

ンス語版では r選別して破壊 し」）、容易に除去される老廃物を形成することである。

肝動庶ほ、必要とするいっさいの血液を肝族に供給する。肝臓を包む接合姐鼓は、その臓器自

体に浸透するにいた り、その完全な五つの部分に肝戚を分割する。おのおのの肝小葉は、多数の

血管で囲まれた一つの島のようである。

肝鷹の機能

－2 －

♯ 分 の 貯 茸

l ．炭 水 化 扮 － グリコケ ンと して

2 ．脂　　 好 一一 中性脂肪 ・リン脾質 として

3 ・ タンパ ク質一 肝細胞耕成 の タ ンパ ク官 と しで

4 ． ビタ ミン耕一 A ・B ・D

♯ 分 の 軽 化

5 ・ブ ドウ糖 ・黒埼 ・ガラグ ト」スー タ リコケ ンー ブ ドウ糖

6 ・孔鼓 ・ビル ビ ン鼓 ・ア ミノ、鼓 ・旛肪 政一 グリコケ ン

7 ・ブ ドウ糖 ・タ ンパ ク官 ・グリセ リンー旛肪

8 ・カロチ ンの加水分 I削こよ るビタ ミン▲合成

そ　 の 他 物 井

9 ・尿素の合成 （オルニナ ン回鳥 ）排出 作用

10 ．血 しょ うタ ンパ クの生成

の 生 成 ・分 解 11 ・ タンパ ク常 ア ミノ・汝分 解 （脱 ア ミノ作 利

12 ・プロ トロ ンビ ン ・ヘパ リンの生唾

消 化腺 と し て l‡．胞 汁の合 成分蝉 1 J／日

坪　 書　 作　 用
’ll ・青書物井 の集暮 化 壬解セ ホヤモ ン‾一に よ り催羞 ）、÷

lS ．細 菌 その他異物 処理 ・

内分泌放 と して
1‘・遣血 作用促適 のた めの抹 耳血性 ホ ルモ ン分泌

lT ．辞書ホルモ ン分泌

そ　　 の　　 他
18 ．血済の貯 留 によ る循環丑 粥節

19 ・大王エ ネルギ ーの終生によ る化学 的体温 粥節 の一助



門脈ほ肝膿に静脈血を運ぶ。この静脈ほ、肝臓内で多数の血管に枝分かれする。各肝小葉ほ、

それ自身の静脈を持つ。肝／ト葉の各肝細胞は微小の血管の網だらけである。

内なる小葉の内部には紳静脈も存在する。肝′ト葉の各肝細胞は、有名な門脈を通って胃・紳族

・ すい威・腸から来た静脈血を受け取る。門脈は至純の生命の川のように養分を肝臓に運ぶ。肝

細胞の′トさな孤島ほ、内なる／ト葉の細静脈からその血液中の養分を受け取る。肝臓内の生命なし

では何も残らない。すぺては生命を受け取る。各肝細胞ほ養分 と生命を受け取る。各肝細胞ほ養

分を有穏体の全細胞にとってとても貴重な物質にうまく転化する役目を持つ、錬金術の真の実敬

重である。変換されたすぺての血液は内なる小葉の紳静脈を通って、中央静脈と呼ばれる血管内

部に行く。

中央静脈は大静脈として知られる、涜れの豊かなその大河にすべて 注ぎこむ。意識と知性ある

小さな労働者として肝臓内に生きる肝細胞は、多くの物質を赴辻に変換し、消化を助けねばなら

ない。胆汁は必要 となるときまで胆の うに貯蔵され、必要になれば小腸の十二指腸に分泌される。

ヒンドスタンのそれらの賢者達は、肝族の腺からすばらしい一輪の蓮華、肝族チャクラが出て

いるのを透視する。

＊古代の占星術師連ほ…バビロニアの肝旋占い（ヘパ トスコピー hepatoseopy ）でほ、殺 したば

かりの動物の肝臓を知らぺて、その形・色・大きさ・環放から前兆を読みとった。

妻分の移地 溝

J ‾ →

l

l ，▼ ■暮（声

トト叫倭

l 大 叫（大

小池

毛細血t ‾→一門
（ 血液）

脈－●†肝 且卜一 肝帝礁

下大静脈 心且 －－1 た動脈 全身の租斗

毛細血管からの書分の移動抜海（体循環）

（ 真実尤卜 乳び菅一・リンパ管一一肋管・－●鎖骨下静脈
（ リンパ液）

上大静脈 一一・心良 大動脈一t全身の租司

（ 血液）

t リンパ管からの妻分の移動足先（リンパ循原）
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烹Il 昏

アドレナ リン （ 注．副腎髄質ホルモン）ほ人体内できわめて重要な役割を果たし、血管壁の繋

張を保つ。副腎皮質は性腺の発達 と密接に関係する。副腎皮質が性に及ぼす顕著な影響は疑いえ

ない。副腎皮質はいくつかの腺の発達とすべての性徴に影響を与える。名高い医師パラケルスス
J

は腎臓に関 してこう言った。

＊

r 金星の本性と高揚ほ腎厳にあり、惑星や内膜に対応する段階と運命にある。さて、金星の作

用が、結ばれるぺき大地の実に向けられるのと同様に、腎臓の力も人間の実 ‖ は し
中

について述べている）に集中する。金星は人間の実によって決して体を消耗するにはいた らない

だろ う」。

l

「 当然のことであるが、腎臓ほこの捜能を果たし、実際にいかなる他の器官 もそれをよりよく

行えないのではないか。そうして金星が例えば偉大な実休から妊娠の能力を受けるとき、腎臓ほ

人間の感情（センスス SENSUS ）の力と意志の力をまひさせる」。

精神分析学着たちほ、パラケルススの述べることを証明できる。フロイトの精神分析学は、医

学の分野に真実の革新をもたらすに至った。精神分析学を受け入れようとしなかった医者たちほ、

時代遅れで古臭く思える。

ヨギ達は腎厳に二つのチャクラを透視す る。それ らは各腎臓に一つずつある。 ヒン ドス タ ンの

賢者達の言 うところによれば、これら二つのチャクラには人間の純潔もしくほ姦淫の印がつけら

れているという。このことから、聖ヨハネの黙示録のあの言葉が思い出される。ネ「ゎたしは人の

思いと心を探る着であり、あなたがたの行ないに応 じてひとりひとりに報いよう」。

偉大な透視者達には、各腎臓に一つずつある二籠の蓮華が見える。人間が姦淫するとき、それ

らの蓮華は血のような赤色をしていて、純潔な ときほ白色をしているという。副腎ほ腎巌の上部

に位置する。これらの腺は、本物の黄色くて幅のある小ピラミッドのように見える。各副腎にほ

実際に皮質と髄質があり、それらは横道と働きの点において互いに異なる。

副腎皮質ホルモン（注．コルティコイド）は血液中と

細胞内のカルシウム・ カリウムの量を制御する．

恐怖・悲 しみ・怒 り等を感 じるときには副腎髄質ほ大

量のア ドレナ リンを分泌 し、人体の全細胞を準備して、

ありとあらゆる繋急事態に対処する。精神分析学はその

ことを立証 した。

犬は、きゅう覚の非常に鋭い動物である。人が犬を恐

－4 －

副腎 髄質

血管

副腎は内分泌腺の一種で、内部の

髄質とそれを取りまく皮質からなる



がると、犬はその人の副腎から分泌されるア ドレナ リンのにおいを知覚 し、かみつこうとする。

犬ほきゅう覚によって、誰が自分を恐がっているかを知るのである。

過剰のアドレナリンは有事で、消化を妨害する。強い情動ほ消化不良を弓ほ おこしかねない。

＊金星の本性と高揚…占星術でほ腎臓・副腎は、天秤座（金星）が支配する。

＊わたしほ人の思い…黙示録 2 ：23。日本聖書刊行会の新改訳聖書より。「思い」の注 として

、直訳「腎臓」（内なる人を表す）とある。

月卑臓は人体内にある非常に重要な器官である。就寝時間になると、霊はアストラル体に包まれ

て肉体を離脱 し、四次元の世非をさまよう。

ル・ ダブル（複体 ）

ーラである。

の u 肉体内に何かが残る。その何かとはエーテ

である。そのダブル（複体）ほヒンドスタンの賢者達のいうリンガ・ シャリ

ラケルススは そのエーテル・ ダブルをム＿ミア と呼んだ 。

今はエーテル物質からなる有穂休のダブルのことを問題にしている。それほムミアである。ム

ミアほ西洋医学ではまったく知られていないが、東洋医学者達にほ完全に知られている生命の座、

生命の根本である。

パラケル スス の ム ミア カ 凝固物である。今言った生命休ほ、その基 オ ヤク

乏を紳臓に持っている。帥臓の蓮華ほ太陽の生命浣をもっばら扱い、引きつけ、そして吸収する。

そのとき服放では、白血球が赤血球に変わるのが見られる。

チャクラ
ン l
に集められた生命エネルギーは太陽神経叢を通 り、それから交感神経系のすぺて

の神経経路から広がり、有横体全体を命で充電する．
■l

甲状腺ほ空虚神経系のすぺての経路を消毒しながら、その

協力する。

ヨー ドに よ つてこの作業に

アストラル体に包まれた霊が肉体に入るときには、肉体ほすでに回復 している。もし意識ある

人間が肉体を離脱 しないなら、その人物の感情と思考が有礁体のこの回復作業を妨げるだろう。

交感神経系の経路に多くの衰廃物が蓄積しているのが且生見られる。それらの老廃物は生命涜

の循環を妨げ、そうこうするうちに睡眠が訪れる。睡眠過程 と共に有穏体は回復する。

－5 －



J 一

トランス状態の星盛は、地盤からムミアを投射できる。そのとき、肉休を去ったある実体たち

はそのム ミアを利用 し、その中に入る。それから彼らほ凝縮 して物質化する。あの世に住むある

人々は、そのようにして目に見え、手に触れられたのである。これは空想ではない。▼なぜなら、

あの世の人々の写真が撮られたからでみる。感光板は うそをつけない。 は で る。

ボゴタ（注．コロンビアの首都）国立大学医学教授の名医ルイス・ セア・ウリぺ博士は、百パ

ーセント無神論者で唯物論者で懐疑論者であった。その学者がナポリの実数室で物質化 したそれ

らの亡霊連を見、触れ、感 じたとき、うって変わって百パーセント心霊主義者（スビリチュアリ

スト）にな った。

そこナポリで有名な星盛エウサビア・パラティーノを伴？てなされた物質化現象が、科学的な

実験室で調査・研究された。そのとき疑い深い科学者たちほ見、聞き、写真撮影し、実敬し、そ

して信 じた。

生名旨 の

エーテルの存在を疑う科学者たちには、その理論の科学的根拠はない。実際、彼らは言葉で、

用語で遊んでいる。エーテルは放射能、あるいほ磁場であるとかいうことは、エーテルの実在を

否定するものでも肯定するものでもない。いずれにしても、彼らの疑問、分析、用語の交換は、

エーテルと呼ばれるそれを研究するのに役立つにすぎないだろう。たいてい人間ほ用語の、言葉

の問題等のためだけに口論するのが普通である。しかし結局、事実は事実なのである。

ロシアの学者たちほ強力な望遠鏡で原形質の状態にある諾世界を発見 した。そ九らの原形質の

は、すでにエ「 テルから抜け＿出したのであ＿る。我 々はエー を簡単な帰納法で

受け入れることができる。たぶん科学者の中にはこの用語の嫌いな者 もいるだろう。用語は、さ

して重要ではない．重要なのは真実である。

原形質以前の全世界は、エーテル状態で存在する。ヒンドスタンの大科学者ラマ・アラーサは

言う。「すべて はエーテルから来て、エーテルにもどる」。

もしエーテルから原形質が生じるなら、エーテルほ革在する万物の生命の本質であることを認

めねばならない．

東洋の神秘家たちは、人間のエーテル体は四種類のエ」テルからなると考える。これは西洋の

科学者たちの好むところではない。けれ ども西洋の科学者たちがエーテル （ れにつl られ る

前ほ重要ではない）を研究するなら、簡単な分析と自らの実敬によって東洋の四つのエーテルを

認めないわけにはいかなくなるのだが。

－6 －



そういうわけで人間のエーテル体には四つのエーテルがある。化学エーテル・生命エーテル ・

発光エーテル・反射エーテル。これら四つのエーテルは、それぞれいっさいの有徳的組織と密接

な関係にある機能を持つ。

化学エーテルは、有穂体のすべて の同イヒ（注．外から養分として物質を取 りいれて、自分の体

を構成する成分 と同 じものに変えることう・排出過程と関係する。生命エーテルは種族の生殖過

程と関係する。発光エーテルほいっさいの知覚過程 と関係する。反射エーテルは、記憶・想像 ・

意志等の機能と密接に関係する。

生命体は血管運動神経系のすべて を支配する。生命体は生命の座である。各エーテル原子はそ

れぞれ各物質原子の中に浸透し、それを振動させる。もし生命体をある人から完全に取 りだすな

ら、その人ほ必然的に死に至る。イヒ学的、物質的な首級体が、たとえ一瞬であっても生命体なし

に生きられる、そう推定するのほ息の骨頂である．無神論者で唯物論者である同じロシア人たち

は、物質を深く研究 した後、生命物質の生命の本質に関 して概念を形成するときにとても慎重に

なり始めている．人体を調査する科学者は、エーテル体に接近 しつつある。彼はそこに必然的に

到達 し、まもなくあるエクトアラズム（注．霊媒の体から発し様々な形を取るという心霊体 ）で

エーテル体を凝縮でき、実数室でそれを研究するだろう。

我々の有機体のすぺての穂能、カロリー・生殖・燃焼（敢化 ）・代謝等のすぺての働きほ、そ

の土台を生命の本質に持つ。

生命体が衰弱すると、肉体ほ帝気になる。

タ、ソ ト ワ

エーテルほ火の状態で存在する（王立

土星 ）．空気の原理 として気体や涜休め

状態で存在する（ケァーユ ）．水の原理

として水の状態で存在する くアバス）。

鉱物の原理として石の状態で存在する （

ブリトサ ィー ）。

これらがヒンドスタン人のタットワで

ある．これ らのタットワが結晶またほ凝

固するとき、火・空気・水・土という物

質の要素ができる．
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我々のエーテル体はタットワからできている。タットワとチャクラは深い関係にある。タット

ワはチャクラに入 り、それから内分泌腺の中に行く。腹の中でタットワはそれら内分泌腺の極微

の実数室の作業を促進 し、ホノヒ皇＿ンに変わる。

タットワは有横体に入るが、そこから二度 と出ることはない。

l

タットワは遭伝子と染色体にもなり、それらはず っと後に椅子になる。

すべて はエーテルから来て、エーテルにもどる。

エーテルは、アーカーシャという物質の凝縮したものである。この物質は、根本のムーラブラ

クリテ イ（注・ 根本自性、根本原質、質料因 ）の最初の放射である。ムーラブラクリテ ィは、盤

金術師たちの間ではエンス・ セミニス（清瀬の本質 ）

い原物質である．

アー
ヽ

－■■ン′ヤ

たちは言う

と●して られた つまらない取るにたらな

ほ原物質の火の放射であり、精液の中に含まれている。水は火の宿であると錬金

。アーカーシヤjま、＿＿ヒンドスタン人の言うタンダリニーである。

庶物質はすぺての宗教の創世記に出てくる水で表される。あらゆる星雲の原形質（アロトアラ

スム ）は、最初エーテル的であった。さらに深 くつきつめれば、あらゆる結果の背後には原因が

あることを認めねばならない。エーテル自体にも原因がなければならない。エーテルの背後には

アー
ヽ

－ン′ヤ

れば 、アー

があることを、我々はヒンドスタンのヨギたちから学んだ。その東洋の賢たちによ
ヽ

－ン′ヤ は火の海であるという。その超アストラ並 の火は、エンス・セミニス（ イ ン

ヱの賢者たちのムーラブラクリテ イ）の中に含まれている。エンス・セミニスは、よく知 られた

あらゆる物質の種となる原子である。アー

音はアーカーシヤの帽想によって凝固する。

蛇を上昇させないで、いかなる者も言葉をj

音をj捌こ＿し結晶することはできない。

ヽ

－■一■ン′ヤは原始の音、超アス トラルの火である。その

タンダリニーの蛇は火であ り、音でもある。聖なる

現（受肉）できないだろう。Z ニカ＿－シャなくして

ケァーユ・アラーナはアーカーシヤの音波である。それらの音波はエーテルのタットワに凝固

する．タットワは、火・空気・ 水・土という自然界の四大要素に結晶する。要するに物理化学的

な世界は音の物質イヒの括果ということになる。物理化学的な世界は凝固した音である。我々は△
カサ サ カ サ ソ ー ル ▲

間の婆をした教義上の神を認めないが、字音の原因の中の原因としての音ほ科学的に認める。

にもその原因があ旦はずである。東洋の偉大な賢者たちは太陽ロゴスについ

て語る．クルム・ヘラー博士は、ロゴスほ夢見ると言っていた。確かにロゴスは完全なる複数の

続一（ユニティ）である．ロゴスは王墓の軍隊である。ロゴスはことばである。「初めに言（こ

とば）があった。言は神と共にあった。言ほ神であった。この言は初めに神と共にあった。すべ

てのものは、これによってできた。できたもののうち、一つとしてこれによらないものはなかっ

た。この言に命があった．そしてこの命は人の光であった。光はやみの中に輝いている。そして、
やみはこれに勝たなかった」。（注． rヨハネ福音書 j l ：1 －5 ）

b ゴスは一個人ではない一口ゴスは言語に絶する存在たちの軍隊である。
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アンドロメダ大星雲。地球から2 0 0 万光年の臣従にある。
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内分 泌 学 と 犯 罪 学 の 基 礎 知 識 （サマエル・アウン・ぺオール）

前寸

この非常に重要な腺はごく小さい。男性 とホ乳類のすぺての雄には前立腺がある。

ばうこう

注意して調べてみると、そのすばらしい腺はちょうど席服のくぴれた部分にあるのがj）かる。

公式科学ほまだ前立腺のすぺての機能を完全には解明 していない。

前立腺は白っぼい粘液を分泌する。 ∴

医師たちほ、女性の尿道の長さほ約35 ミリしかなく、とても膨弓長性があることを知っている．

男性ではその長さが20から27センチあることが確認された。

ギリシア・エジプト ・

要祝した 。偉大な医師で

びらがあ るとい う。

サモ トラケ ・

イン ドの ヨギ

トロイア・ インド等の呪術医たちほ前立腺をいつも大変虫

．ス ワ ミ・ シバナ ンダによれ ば 、前 立腺の蓮には六 枚の花

自然の超感覚的世界、四次元には多くの住人がアス トラル体で住んでいる。その前☆前ナ1・ク

乏はそれ らすべての住人を意識する力を与えてくれると、アジアの賢者たちは言う． ヒン ドス タ

∠の偉大な賢者たちほ毎日、前立腺チャクラに集中する。このチャクラが鋭気車輪のように左か

ら右に回転するのを想像 しなさい。口を閉 じて「ム」（ M ）を発音 しなさい。雄牛の鳴き声をま

ねて、ただ し声に抑揚（注．de¢0＄0 ？ 英語版では「低音」deepness 、フランス語版では「変化
）■′∪ヽ lヽ ．1■

・ 抑揚」仙Odu lations）をつけずに発音する…。波状の長く伸ば した音である。これを毎日、何

年も実践するなら前立腺チャクラが目覚める。

l 弥立腺チャクラが活動を開始するなら、肉体からアス トラル休で離脱する能ノJを狩る。そのと

き物質とは関係なしにそのアス トラル体で行動できる。人間はアス トラル体で他の惑星に移動で

きる。また生と死の大神秘を自分で調査できる。前立腺チャクラほパーソナリテ ィーを開放する

能力を授ける。ぺヨーテは、人間のパーソナリテ ィーを開放するメキシコのサボテンである。竺

ヨーテによって誰でも意識的に幽体♯脱できるのである。

このサボテンには刺ほなく、ピンク色または白みがかったピンク色の花をしていて、薄いバラ

色の実がなる。舌代メキシコのアステカ族は、ぺヨーテを神聖な植物として崇拝していた。その

ポテ ン の表皮はとてもすべすべ していて

間で五から十二の部分

q u e se sep8ran entre

、指状のきれいな毛の美 しい形状によつてそれ

に分かれる。（この文、要検討。… y ti‘ne que de¢ineo8121ados

s て， p O r l i n e a s he川OSaS de dedos pelos11enos de bellez8．）

・ － 3 3 －

の



ぺヨーテの学術名は、アンハロニウム・ ウイリアムシル

間のパーソナ リテ ィーの解放に役立つ

からない。 本物のぺヨーテ

ペ．ヨーテ

を見つけたいなら

A N I川LON川M HIt－l一川【SII一である。人

は、メキシコシテ ィーやメキシ＿ヨJll全域では見つ

タラウ マ ラ インデ ィオのいるチワワ州やサン ・

ルイス・ポ トシ州、つまりメキシコ北部でさがさないといけない。その植物をかむとよい。熟れ

た新鮮なものがよく、乾いたのはもほや使えない。そのサボテンをかみなが ら、弟子ほ 自分自身

のインチ イモに集中する。とりもなおさず自分自身の内なる本質的存在に。このとき、ある神秘

的な態度を取るとよい。内なる本質的存在は神 自身であることを思い出そう。ぺヨーテをかんで

いる際、内なる袖に集中 しながら、うとうとす る。そうすればパーソナ リティーが解放されるだ

ろう。そのときアストラル体で離脱するだろ う。そのようにして自然界の高次元の物事を見、間

き、触れることができる。ぺヨーテをかむ ことに よ って見るものほ、無知な者が信じるような幻

覚でほない。インテリほ科学的根拠 もないのに、それ らの概念を決 して認めようとは しない。イ

ンテリは四次元が存在することを知っている。教養ある人間なら誰もが、このことを知っている。

科学によって立証 されたことであるが、我々の五感による知覚ほすごく限られている．赤色の

下には． ：全 音 があ り、紫色の上には ぎ全 がある。科学はこれを無税 して

ほいない。水晶件の弾力性が失われると、うまいぐあいに物体の像を網順の l二に統べなくなる。

いわゆるピンぼけである。災際にIよ、物体そのものでほなく物体の他を加髄しているにすぎない．

遠視では近くの物が見えにくく、近視では遠くの物が見えにくい。また色立というのもある．物

の色が混乱する色盲の原因は、網膜の炎症である。

要するに、人間の目というものは感覚で捕らえられる像しか知覚で きない。それだけのことで

ある。壷迭には超感覚的な像というのもあり、そうした像をキャッチするための感覚もある。さ

ヨーテを用いることによってその感覚が活動に入 り、高速の像を知覚する。無知な人々の言うよ

うにそれらの像が幻覚な ら、網膜に結ばれ、感覚で捕らえられる像も幻覚のほずである。18世紀

の唯物主義を卒業する必要がある。もっと分析的に、教条主義をより少なくして、さらに教育的

廷ならないといけない。

物質 とはエネルギーの凝縮 した ものである。エネルギーは様々な状態に凝葡する。現に五感に

よる知覚を逃れるほ ど速いエネルギーの振動段階にある塊が存在する。
■、

エネルギーの振動段階があまりに遅い塊があ り、我々の慈覚では知覚できない。

五感による外的な知覚の限界の上にも下にも、ふつ う人間にほ知覚できない物理的塊が存在す

る。アス トラル体の超常能力を使って初めて宇宙と生命の異次元を知覚できる．

たとえ一時的であるにしろ自然界の四次元で調査することを可能にしてくれる、そうした驚く

べき能力を活動させる力がぺヨーテにはある。

じオ いという人が多くいる。信 じる、信じないが、ここで問題なのではない。このような科

学的な事柄で必要なのは論理的分析、狂信と偏見にとらわれない科学的調査、実数である。
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人間のあ りとあらゆる隠された神秘を深 く探求 しないといけない。科学の非妥協＿鞄な教条主

の中に閉 じこもるのほよくない。

もの イ ス ラム がロシア

唯物論はすでに失敗 した。

よりいっそう捕 らわれない態度で分析する必要がある。千五首

の中心部にいるという事実が証明しているように、ソ連でほ

高次の知覚は、通常の五感による知覚と同じく普通のことである。こうした知覚は、無知な人

が信 じるような、幻覚を起こさせ る妄想ではない。病理学でい う強迫暗示とか、暗示にかかった

狂信的で無知な人とか、そういった問題ではない。もっと研究 し、ごう慢を慎むことが我々には

必要である。高速の知覚は実在し、それを研究しないといけない。

ハイチ共和国の未開人のインデ ィオは、ブー ドゥー教の呪術・ 礼拝を行い、その果皮術の実践
．1

と、知的教養がないゆえに批判することもできるが、実際には、論理的に正 しくその過敏な知覚

を判断できるようないかなる科学的根拠 もない。数多くみ心理 の中には、けいれんを、盈韮

的興奮を伴 う精神の発作（精神の発作のすぺての表現等にそれが見られる）が存推することiユ・Jf

定できない。超感覚的な知覚をする モ の ハイチ人のいう

つを伴 うけいれん性の発作。この発作ほ、科学にも精神医学その ものにも本

l コアの j

当に ま った

こうこ

知られ

ていない。知的なごう便をわきへやるなら、感電で捕らえられる人体現象、客観的な肉体状態ほ

分析できても、公式科学には高次の知覚を申しぷんなく判断するにたる科学的触戚ほまだない、

という括論に達する。

疑いの余地なく、狂信は理性と論理に対する最悪の放である。去豊岡係者も狂信に陥る。

透視者 と、こうこつを伴 うけいれん性の発作をあざ笑 うとき、発作中に見る幻がことごとく幻

覚・精神錯乱等 々であると信 じるとき、本で読んだ理論に、インテレクトを形成する知的原理に

操られた無知な狂信状態に、云豊関係者のようにごう慢ゆえに陥る。

もし我々が他の無学な看たちの言 うことを信 じるなら、彼らの方 も、自分では学問があると信

じている我々のことを無学であるとみなせる。

▲l じ

我々は知識の主ではない。病理学でいう強迫暗示によって、インテ リほ我慢できないほどの狂

信者にな りうる。

ハイチの黒人は、ブードゥーの最中に透視力によって自然界の直送のとてつもない真実を遠視

する。あることを議論するには、まずそれを知る必要がある。批判の根拠 となる十分な知識がな

いな ら、批判の意見には何の価凄もない。大学関係者はブー ドゥーを実践 したことはな く、また

ブー ドゥーも知らない。したがって、批判の根拠となる十分な知識はない。

大学関係者は熱狂的な発作を起こしているブー ドゥーの信者たちを見ても、信者たちが トラン

ス状態で見ているものが何もわか らない。それらの有名な熱狂的発作を体敬 したことがないのだ

から。根拠 となる十分な知識がないので、この場合彼らは根拠もな く意見を述べることしかでき

ない 。
一3 5 －



前立腺チャクラの発達によって、すべての人間は意識をもってポジティプに幽体離脱が

できるようになる。そのチャクラを開発することが大切なのである。

くりかえすが、信じる、信じないがここで問題なのではなく、研究し、分析し、実験す

ることが重要なのである。

インテリが「それを信じない」と言うとき、自分が迷信深いということを物語っている。

分析好きの研究熱心な教養人なら、こう言 う。 r私は研究するつもりだ、実験するつもり

だ、分析するつもりだ」。

四葦 皐 丸 と 夕日巣

皐丸と卵巣の内分泌液は、地球上にいる人間の生釦ことって決定的である。朔と女の鹿

本的な性差は、単丸と卵巣の分泌液に原因がある。

人類の生殖には、ただ一個の精子と一個の卵子があるだけでよい。それで十分である。

実際には一個の精子だけが必要なのに、なぜ人間が楽 しんで七百万個もの精子を射出する

のか、その理由は科学的に解明されていない。卵子は大きく円形であり、卵黄のような厚

い原形質で現われたそれ自身の核を持つ。

精子は卵子と異なり、細長 く、先のとがった楕円形の体をしていて、そこに基本的な核

がある。そして魚のように一つの長い尾がある。

生命の水の中を泳ぐ女性の卵子の動きは遅く、男性の精子が自分を見つけるのを忍耐強

く待ち構える。精子は魚の尾で性的な混沌の水の中を推進し、自分を待つ卵子を求めては

るかかなたへと航海する。

何が精子を卵子と受精させる原因の原因なのか、生物学看たちは科学的に正しくは知ら

ない。それは科学にとって謎である。多少とも科学的な意見、仮説がいろいろ飛びかい、

卵子の原形質には精子の原形質を大変引きつける化学的力があるなどと信じられている。

それらは皆仮説であり、塵盈以上の何ものでもない。その仮説が正しかったとしても、そ

れでも謎は解明されないだろう。意識ある基本原理がなく化学作用のみがあると論理的に

認めることはできないだろう。卵子の原形質から卵子のエネルギー論へと移ろう。論理を

たどれば、卵子に向かう引力のせ場のようなエネルギーを認めざるをえない。また、精子

を卵子に向けて推進させる動的な力のような電気を論理的に認めざるをえない。手短に言

えば、原子とはエネルギーの代表者なのである。あらゆる原形質の電磁気的な力は、一つ

－3 6 －



の途方もない現実である。万物は放射する。現象のしくみを認めるだけでなく、そのしく

みを支配する法則という基鐘を解明する必要がある。

事実、芋苗意識は精子と卵子を受精させる原初の知性である。同様に知性ある原因なく

して知性ある現象を認めるわけにはいかない。事実は事実であり、事実の前に降参しない

といけない。

ノスティックは第三 ロゴスについて語る。科学は、第三ロゴスがまさしく最初の知性で

あることを知るべきである。第三ロゴスは一個人ではない。ノスティックの言 う第三ロゴ

呈は、自然の最初の知性である。

第三ロゴスの創造エネルギーは、頼子を卵子と結ぷ自然の最初の知性であり、ポジティ

プとネガティプに分極する。

精子は第三 ロゴスのポジティプな力の典型であり、卵子はネガティプな力の典型である。

そのエネルギーの二庵が創造のために結びつく。法は法である。

精子が卵子の中に入るとき、 ヨ′ヽ の斬首を経験する。

ダーウィンの進化論を信 じる唯物論者遵は、人間を含めて動物達の胚の段階が似ている

ことを示して、劣った、より単純な種、生き物が進化し変化して、康れた、より複雑な生

き物が生まれたことを証明しようとする。

我々ノスティックの考えでは、人間を含めて動物連の胚の段階が似ていることか ら、

つのことが十二分に証明される。生命が単一であること、および根源の種子である。カオ

ス（混沌）の中で、存在するものすべての種子は、偉大な普遍的生命の精液の多数の原子

に包まれて根源の種子のように眠る。

第三ロゴスの創造エネルギーは、生命の水 （

の胚芽を発生させる。

丘l な ）を受胎させ、あらゆる存在

種は、それぞれ根源のカオスの中に一つの普遍的な原型を持っている。有名な胞旺の中

には三層のまったく異なった細胞がある。第一層は内胚葉、第二層は中胚葉、第三層は外

胚葉である。

受精卵は体細胞分裂によって増殖し、胞旺と呼ばれる細胞群を形成する。精子と卵子の

ゼリー状態は、宇宙の幽 には生食は精妙かつ流動性でゼラチン状だったのが、後に粗雑
で堅くなったことを証明 している。我々にはマ ・ インデ る大亀が思い出

される。芋苗の始めは精妙でゼラチン状だが、その後は、いろいろな星座と世界でみちた
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ヒトの初期発生と胎生形成の過程（挨武図）
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堅い甲羅のように見える。上にあるがご

原形質状の藷世界を発見した。

幸いなことにソ連の科学者たちは

精子と卵子は人間の霊の新しい乗り物になる前に、進化と成長の過程を通らねばならな

い。卵子一精子の成熟する内的原因は、生物学にはまったく知られていない。

原形質状芋苗の成熟する根本的原因は、天文学や宇荷物理学にとって謎である。とても

興味深いではないか、科学者たちは染色体のあの謎を解明するのである。 して の

の数が48だけなのか。どうして連王の染色体の数も48なのか。謎！謎！謎！

精子 と卵子が成熟する間、数学的にどちらも24というまったく同数の染色体に減少する

奥深い理由は何なのか。それほどまでに完璧な数学的計算をわざわざするのは誰なのか。

成熟した精子と卵子が受精する際、どうして再びもとの同数の伯の染色体にどちらもな

るのか。

ここには二つの数学的浪算一足し算と引皇農がある。もととなる数は48である。数学を

理解する知性なくして数学的演算がありえようか。このことすべてが、簡単な帰納により

自然の最初の知性が実在することを証明している。我々ノスティックは、その知性を蓋三

ロゴスと呼ぷ。

精子と卵子が受精 した後、子宮に九カ月間宿る。精子と卵子の細胞には二つの核がある○

一つは精子の核（精核）で、 もう一つは卵子の核（卵核）である。これら二つの核はたく

みに結合する。二つの核の原形質は融合する。卵子一橋子の細胞内には引力軸が一箇所あ

る。その偉大な引力飾も、最初の知性に従って両棲に分かれる。その引力舗の二つの棲性

は、おのおの核を引っ張って伸ばし、球形から紡錘形に変える。核の紡錘形の中心には染

色体と辻伝子が混ざっているのが見られる。辻伝子は同じ染色体の中にある。i丘伝子に

よって塵逝から胎児に漣伝が起こる。

けれども人間が受けるものすべてが遺伝によるわけではない。徳の高い家系から恐ろし

い殺人犯人が生まれてきた。平凡な家系から大天才が生まれてきたこともある！

もし透視者が、すでに成熟して卵子に向かう精子を調査すれば、精子の頭部に非常に重

要な原子を一個見ることができる。精液（種子）の原子である。その原子は物質とエネル

ギーと意識の三つ組である。その原子から一本のごく細い糸が伸びていて、合計でいくら

かの、自然のエネルギー的な価値に結ばれている。それらの血鑑とは本質的存在、霊のこ

とであ る。

我々は一定の合計を持っ自然の価値にとって乗り物として機能する、空間内の点である○
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死とは分数の引き算である。引き算がされて r底値」が残る。

自然の価値は電磁気的である。価値は、生物学に注意深く従う新しい生物学的過程に

よって、既に死んだ肉体を破りかえる。これが生まれ変わりの法則である。法は法である。

法は果たされる。

卵子一精子の物質的原子の中にはエネルギーがある。そのエネルギーは組織される。そ

のエネルギー的組織体がムミア〔生命体のこと、第十章 r脾浪」参府〕である。ムミアの

各原子の中にはアス トラル体の原子がある。アス トラル体内には自然の意識の価値がある。

（ 我々は裡智豊の語る人間の七重の構成を知っているが、ここでは盤台している。）

我々は数量をうち立てているのではない。

ラル体をいくつかの実挨室で物質化できた。

いl ない

分析 しているのであり、科学はすでにアス ト

は宇美であり、事実の前に ない

各人の美徳と欠点は、その人物に生まれ変わる価値の常による。ムーア人がスペインを

支配 した時代、 rコーランJ を勉強 していた、ムーア人の非キリス ト教の隠者がいた。そ

の托鉢僧はムーア人の占領中スペインにいて、 rコーランJ を読み、 l聖省l を勉強した

が、その知識は消化不良に終わり、教義に対する蟻疑にみたされた。

＊ムーア人…北アフリカのモロッコ原住のベルベル人。アラビア人の侵入でイスラム化 し、

7 11年彼らと共にイベリア半島に侵入し、後ウマイヤ朝の基礎を築く。1492年まで半島

を支配した。

その人は憶軌こみたされたまま亡くなった。彼の価値はポルテールという名の人物に生

まれ変わった。誰もが透視力を開発でき、意識の価値が時間と空間を通して進化していく

のを見ることができる。

＊ポルテール 1694－1778・・・フランス啓蒙主義の代表的な文学者、哲学者。

クルム・ヘラー博士が言及するアメリカの偉大な生理学者ブラウン・ セカー ドは、多く

の人が不道徳であると評価する治療法を発見した。クルム・ヘラーの触れたその方法は、

精液をこぼさずに性器を異音させることにある。この場合、精液は脳化され、脳は精液化

される。そのようにして精液は有機休内に吸収され、神経系は十分に栄養を受け取り、強

化される。この方法は種の生殖に障育とはならないだろう。一個の頼子は、一回の射精で

失われる七百万個もの精子をこぼさなくても、容易に体内から抜け出る。

ブラウン・セカードの方法は、イタリアではカレッザ caretza という名で知られてい

る。これがアルカーノA ．Z ．F ．である。

＊カレッザ・・・「保留性交」と訳される。タランタ経典に出てヨガに残る方法。途中で動き

を止めて時間をかけることによって深い満足が得られるとされる。米国ニューヨーク州
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のオナイダ共同村（1848－79）で啓蒙推進されたことでも有名。

クルム・ヘラー博士は、この方法で性的不能症（インポテンツ）は治療できると語る。

小説 rバラ十字J の174ページで、クルム・ヘラー博士はこう述べている。 「 バ ラ

基盤を学習することにより以下のことを学ぶことができる。精液は人間のアストラル液で

あり、金であり、パワーを、それも巨大なパワーを秘めているということ。 しかも精液の

用い方を知れば、どんなことも成しとげられるということ。 だからバラ

ことはとても重要なのである、逆境に対して強力な武器を所有するのだから」。

る

1 72ページではこう述べている。「バラ十字の魔術師は精液を操作するときには、欲望
ヽ

●」 ■

だらけの他の人間と同じように神経の高ぶりを感 じる。 もし人間がこの典奮のいっとき自

分にできることを知 ったなら、確かにいかなることも行えるのだが、女を通うことを除い

て」。

古代メキシコのアステカの賢者たちは、その典者の8削恥こできることを熟知していた。

アステカの神殿の石畳の中庭では、男と女は、まる数カ月間というもの愛 し合い、性的に

交わりなが ら裸のままでいた。

それらのカップルは精液の射出を避けるために、オルガスムスの前に身をひくことがで

きた。‾すばらしい精液を体外に濾 らすのを許さなか ったのである。 これが有名なイタ リア

のカレッザ、アメリカの偉大な生理学者ブラウン・セカードの方法である。この方法に

ょってクンダリニーを覚醸させることができる。確かに医師はメスによってはクンダリニ

ーを発見できないだろうが、ノスティック・バラ十字のプラクティスを実践するなら遠視

者になるだろう。透視力のある医師なら皆クンダリニーを見ることができる。

クンダリニーはアステカ族のケツァルコアトルの蛇、聖霊の火、魔力を持つ火の蛇であ

る。

透視力を持つヨギは、ちょうど性器と肛門の間にある、四枚のすばらしい花びらを持つ

ハスの花を霊視する。

それがエペソの、ムーラダーラ・チャクラの教会である。そのチャクラの中にクンダリ

ニーがある。聖なる蛇の形をしている太陽の精神的な火、クンダリニーは透視力によって

のみ見ることができ、物質ではないのでメスでは見つけられない。

クンダ リニーはアーカーシャの集中したものである。アーカーシヤはエーテルの原因、
エージ l ン I

そして音の作因〔音を起こさせる力〕である。脊髄の中央菅を通 してアーカーシヤの蛇を

上昇させる者だけが、言葉を具現できる。
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クンダリニーは太陽ロゴスのオーラの中で発達し、進化し、進歩する。

性器のチャクラはタットワ・ブリトヴィー（石のエーテル）の座である。タットワ・ブ

リトヴィーを操作する者は地震を支配できる。

脊髄には七っの磁気中枢があり、大交感神経系の七っの重要な叢〔神経・血管などの網

状構造〕と結びっいている。これら七つの中枢にはタットワのすべてのパワーがある。燃

え上がるアーカーシャは脊髄の七つのタットワ中枢を開く。そのとき我々はタットワを支

配するマスターとなる。

脊髄の最初の磁気中枢はタットワ・ ブリトヴィー、性のパワ」の座である。第二中枢は

前立腺チャクラに対応する。タットワ・アパス（水）、液体エーテルの教会である。荊土

中枢はへその高さにあり、大腿神経叢と関越する。それはタットワ・テジャス（火のエー

テル）、普遍的な火の教会である。脊髄の第四中枢は心腹チャクラに対応する。タットワ

・ ヴァーユ（気体エーテル）の聖なる座である。以上は人間という神殿の下位の四つの

タットワ中枢である。

神殿の塔は首と頚に他ならない。塔には上位の三つのタットワ中枢が位起する。第五【P

枢は喉頭チャクラ、言糞の教会である。アーカーシャがなければ音は存在できない。クン

ダリニーは言葉によって創造的になる。第六磁気中枢は額チャクラと関係する。タンダリ

ニーがその透視力の中枢を開くと、人間は透視者になり、高次元の世界を見ることができ

る。第七のタットワ中枢、それは松異腹に位置する千枚の花びらを持つチャクラである。

クンダリニーがこのチャクラを開 くとき、ポリビジョン〔直観的超視覚〕、全知などを授

かる。ブラウン・セカードの方法によってこれらすべてのパワーは自分のものとなる、生

涯決して射精しないという条件で。ブラウン・セカードの方法とはアルカーノA ．Z ．F ．

である。

フランシスコ・A ・プロパ ト博士が言及する北アフリカの叡智あるカバリスト、マンリ

ー・ P・ ホールは、神秘解剖学に関するその著作でこう言っている。 r脊髄の火をスシュ

ムナー菅を通 して上昇させることのできない者は、現代の猿（クモザル、オオナガザルな

ど）のそれと似た傍系の王国に投げこまれるだろう。」（スシュムナー菅は脊髄に沿って

その中を走っている。）

＊マスター・ルクセミル Lux帥il は現世での名前をフランシスコ・プロパトといった。

彼のことをマスター・サマエルは、復活したマスターにはさしあたり達しなかったとは

いえ「真実の人間」に上昇したと言っている。（アルゼンチンに住んでいて、その著作

でマスター・サマエルに協力した。）（ り －シス秘教辞典J より）

アルカーノA ．Z ．F ．は合法的に家庭を営む夫婦の間でのみ行うべきである。妻以外の

女性とアルカーノA ．Z ．F ．を行 う男性は、姦通という重い罪を犯すことになる。
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姦通する男性は決 してクンダリニーとタットワのパワーを目覚めさせることはできない

だろう。（このことは女性にもあてはまる。不倫の関係を結ぷ女性 も、絶対クンダリニー

とタットワのパワーを目覚めさせることはできないだろう。）姦通するノスティック・イ

ニシエイ トは男女とも自分のパワーを失 うのである。

神はインティモである。神は生まれてくるあらゆる人間の内なる存在である。糾ま聖な

る両性具有、男女（おめ）であり、自分の火をつけるのに要はいらないが、人側は神では

ない。男性は女性がいなければ火をつけることはできない。人間は神ではないので自分の

火をっけるのに妻が本当に必要なのである。

人間は自分を神だと信 じる傲慢を捨てないといけない、地上の泥の中をはいずり回ろた

だの哀れなミミズにすぎないのだから。
l

、J

偉大な女ヨギ、H ．P ．プラバツキーはプラバツキー伯爵の未亡人となった後、クンダリ

ニーを目覚めさせタットワのパワーを得るために、オルコット大佐と結婚しなければなら

なかった。

チベットの聖なる教団では弟子にアルカーノA ．Z ．F ．が教えられる。

エジプ トの密儀ではアルカーノA ．Z ．F ．がイニシュイ ト全貞に教えられていたが、グ

ラン・アルカーノを海らした者は死の罰を受け、中庭につれていかれ、そこで壁にもたれ

させられて首を切られ、心胤ま引きちぎられて、その灰は四方八方に捨てられた。

アステカ族の中庭では男女は裸のまま、まる数カ月間アルカーノA ．Z ．F ．を実践 した。

不幸にも精液の実体を射出するにいたった者は、神殿を冒示 したかどで死の罰に処せ られ、

首を切られるのが常であった。

いっの時代でも密儀スクールのイニシエイ トたちは、ダラン・アルカーノと共にイニシ

エーションを受けた。アルカーノA ．Z ．F ．（これがグラン・アルカーノである）のない

イニシエーションを受けたイニシエイ トの知られた密儀スクールなど絶対になかった。

あるとき講演終了後、独身の一人の弟子が、アス トラル界の女性と実践できるかどうか

我々に質問していた。生身の体を持つ女性との実践によってのみクンダリニーを目覚めさ

せることができる、我々はそう答えた。別の独身申兄弟は想像上の女性と実践したがって

いた。だが、それは非常にゆゆしきことである！マインドが一つの心像をつくると、その

像は意識を得、メンタル界の誘惑する一匹の悪虎になり、睡眠中、夢精によって性的に

我々を放電させる。

学徒がそれらの心像を崩壊させるのはとても餌難である。たいていは自分自身の発明品
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ヘンリー・ステイール・ オルコット人件
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エレナ・ベ トロブナ・ プラバツキー（He lene Petrovna Blavatsky）・・・ロシア生まれ。超

視覚を始めとするいろいろな超能力を持つマスター。183 1年オルコット大佐と帥冊学協会

を創立。最初の夫プラバツキー伯爵とは結婚生活を しなかった。未亡人となった後、すで

に年をとっていたが晩年、完全な自己実現をとげるためにオルコット大佐と鮨鮨 した。リj

他の肉休をまとってニューヨークにもう一度生まれ、ある使命を発たすだろう。マスター

・ サマエルは彼女の著作 lシークレット・ ドクトリン（秘密の教義）J と lベールをはい

だイシスJ をほめたたえている。（ り －シス秘教辞少年j より）

マンリー・ パルマー・ ホール（Ma n ly I〉a lm e r l】a ll）…

1 901年カナダ生まれ。ル ドルフ・ シュタイナー（186 l

－1925）の弟子マックス・ハインデル（1865－1919）

に若くして師事し、その rカリフォルニア商社十字協

会」に入る。1936年ロサンゼルスに「哲学探究協会」

を創設、古今東西の秘教の伝綻に関する数々の出版 ・

講演活動を行う。
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の犠牲になってしまう。一番いいのは本当に大作業に協力してくれる妻をめとることであ

る。

妻のいない男性（ま野外スポーツ、すばらしいハイキング、遠足、水泳、いい音楽の鑑賞、

見事な芸術作品の鑑賞、彫刻、絵画、クラシック音楽等により創造エネルギーを昇華すべ

きである。

そのようにして独身者は性エネルギーを心膿まで昇華する。そこ生魚の中枢で、それら

の創造的な力は内なるクリス トの坤かしい波動と混じり合い、偉大な光の、言葉では言え

ない領域に導かれる。

l

美意識により、あるいは慈悲と愛により性エネルギーは昇華される。けれども、炎理の

名にかけて次のように断言せねばならない。もしあなたがたがイニシエーションを望み、

クンダリニー覚醒とタットワのパワーを熱望するなら、妻をめとる必要がある。垂のいな

いイニシュイ トは、水のない庭のようだか らである。

神秘学徒の中には、妻を持たないので自分は純潔だと信じる者が多くいる。しかし、あ

げくのはてに夢精をしてしまう。そのようにして哀れにもクリストニックな精液（そこに

は偉大な生命の起源がある）を失うのである。

あらゆる植物、動物、人間の種子には太陽ロゴス（クリスト）の聖なる火が潜んでいる。

そのため種子には子を生んで再生するパワーがある。人間は「飲む黄金」として精液、種

子を大切に扱うべきである。アルカーノA ．Z ．F ．によって種子からクンダリニーの聖な

る火を勇ましく取り出すのである。

夢精はアルカーノA ．Z ．F ．によって根本的に治療できる。

アルカーノA ．Z ．F ．によってのみ夢精は永久になくなる。

我々は一人の男性と一人の女性の子である。我々は決して理論ではない。 rことば」、

「 人の子」、それは男と女から生まれた子である。無原罪の御宿り〔聖母マリアがその母

ァンナに宿った群聞から原罪を免れていたこ、と〕の子。「人の子J を我々自身の内で上昇

させる必要があり、女性が必要である。
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